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2月の交通事故発生状況（2月末日現在） 

（
2
月
末
日
現
在
）
 

件数 8 （22）、 死者 0（ 0 ）、傷者 8 （29） 
（　）内は今年の累計 
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品
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
愛
用
品
の
他
に
も
ピ
 

ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
か
ら
投
げ
ら
 

れ
る
松
坂
投
手
の
1
5
6
キ
ロ
 

の
「
剛
速
球
」
を
バ
ッ
タ
ー
ボ
 

ッ
ク
ス
の
位
置
で
体
感
す
る
こ
 

と
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
 

勢
の
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
 

し
た
。
 

　
剛
速
球
を
目
の
前
で
体
感
し
 

た
少
年
は
、「
も
っ
と
た
く
さ
ん
 

素
振
り
の
練
習
を
し
て
、
打
て
 

る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
憧
れ
 

の
選
手
と
の
対
決
に
夢
が
膨
ら
 

ん
で
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
記
念
館
で
の
松
坂
大
輔
 

投
手
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
 

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
 

が
自
信
や
勇
気
を
感
じ
取
っ
て
、
 

目
標
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
頑
 

張
る
こ
と
に
、
大
き
な
夢
と
期
 

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
 

あ
た
え
る
新
名
所
と
し
て
、
米
 

大
リ
ー
グ
・
ボ
ス
ト
ン
レ
ッ
ド
 

ソ
ッ
ク
ス
の
松
坂
大
輔
投
手
の
 

記
念
館
「
松
坂
大
輔
ス
タ
ジ
ア
 

           ム
」
が
、
2
月
23
日（
土
）に
副
 

港
市
場
敷
地
内
で
オ
ー
プ
ン
い
 

た
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
、
オ
ー
プ
ン
を
待
ち
 

望
ん
だ
大
勢
の
親
子
連
れ
が
見
 

守
る
中
、
同
施
設
運
営
会
社
の
 

中
田
伸
也
社
長
の
挨
 

拶
の
後
、
松
坂
投
手
 

の
父
・
諭
（
さ
と
る
）
 

さ
ん
や
地
元
野
球
少
 

年
団
の
岩
本
航
典
君
、
 

廣
瀬
生
幹
君
と
一
緒
 

に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
 

行
わ
れ
、
開
館
し
ま
 

し
た
。
 

　
館
内
に
は
、
松
坂
 

投
手
の
少
年
時
代
か
 

ら
大
リ
ー
ガ
ー
に
至
 

る
ま
で
の
足
跡
が
、
 

約
1
8
0
点
の
展
示
 

　
い
ま
本
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
大
き
な
夢
を
与
 

え
る
新
名
所
や
地
球
環
境
を
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
構
想
 

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
４
月
に
退
役
す
る
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
を
南
極
 

に
縁
の
あ
る
、
こ
こ
本
市
に
誘
致
・
保
存
し
よ
う
と
す
る
取
 

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

い
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
に
も
、
今
年
4
月
 

に
退
役
す
る
南
極
観
測
船
「
し
 

ら
せ
」
を
本
市
に
誘
致
し
、
教
 

育
面
や
観
光
面
な
ど
様
々
な
観
 

点
か
ら
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
 

同
船
を
保
存
し
よ
う
と
す
る
取
 

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
市
教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
 

っ
て
、
1
月
26
日
・
27
日
の
両
 

日
に
は「
し
ら
せ
」や
南
極
に
関
 

す
る
資
料
を
展
示
し
な
が
ら
歴
 

史
的
な
価
値
を
知
っ
て
も
ら
お
 

う
と
、
市
立
図
書
館
に
お
い
て
、
 

市
民
の
方
々
と
一
緒
に
保
存
キ
 

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

　
本
市
に
は
か
つ
て
、
南
極
地
 

域
観
測
隊
の
犬
ぞ
り
訓
練
基
地
 

が
置
か
れ
、
ま
た
、
第
46
次
観
 

測
隊
へ
派
遣
し
た
市
職
員
や
歴
 

代
の
南
極
観
測
船
「
宗
谷
」「
ふ
 

じ
」
、
そ
し
て
三
代
目
と
な
る
 

「
し
ら
せ
」が
寄
港
す
る
な
ど
、
 

様
々
な
活
動
を
通
し
て
南
極
と
 

は
縁
の
深
い
関
係
が
現
在
も
続
 

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
希
望
を
 

夢
の
実
現
へ
向
け
て
市
民
一
丸
に
 

　
現
在
、
本
市
で
は
水
族
館
や
 

科
学
館
の
老
朽
化
に
よ
る
施
設
 

の
代
替
え
と
し
て
の
活
用
も
視
 

野
に
入
れ
、
国
の
責
任
で
「
し
 

ら
せ
」
を
保
存
す
べ
き
と
の
考
 

え
方
を
伝
え
な
が
ら
も
、
市
民
 

の
方
々
へ
、
誘
致
・
保
存
に
対
 

し
て
の
ご
意
見
を
伺
う
ア
ン
ケ
 

ー
ト
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
高
校
生
以
上
の
 

方
か
ら
は
、
誘
致
・
保
存
に
好
 

意
的
な
ご
意
見
を
多
く
頂
き
ま
 

し
た
が
、
中
学
生
以
下
の
方
々
 

に
は
、
誘
致
の
計
画
が
ま
だ
ま
 

だ
知
ら
れ
て
い
な
い
状
況
も
分
 

か
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
今
後
、
国
で
は
5
月
頃
ま
で
 

に
「
し
ら
せ
」
を
解
体
す
る
か
、
 

本
市
で
保
存
す
る
か
の
判
断
が
 

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
 

地
球
環
境
を
考
え
る
象
徴
的
な
 

存
在
と
し
て
、
未
来
の
子
ど
も
 

た
ち
へ
「
し
ら
せ
」
を
保
存
し
 

て
い
く
た
め
に
、
市
民
の
声
を
 

一
つ
に
し
て
全
国
に
保
存
運
動
 

の
高
ま
り
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
 

市
民
の
声
を
一
つ
に
 

誘
致
に
繋
げ
よ
う
 

胸
躍
る「
松
坂
大
輔
ス
タ
ジ
ア
ム
」オ
ー
プ
ン
 

キャンペーンに参加した子どもたち キャンペーンに参加した子どもたち 

北海道障害者スポーツ大会は、平成20年 7月20日（日）に稚内市・豊富町を会場に開催されます。 

９面：国保特集 
10面：国保特集 
11面：わいわい子育て支援センター 
12面：市民カレンダー 
13面：インフォメーション 
14面：井戸端情報館 
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近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
 

に
よ
り
、
老
人
医
療
費
を
中
心
 

に
国
民
医
療
費
の
増
大
が
見
込
 

ま
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
皆
 

さ
ん
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
 

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
 

医
療
費
を
安
定
的
に
賄
い
持
続
 

可
能
な
医
療
制
度
を
構
築
す
る
 

た
め
、
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
 

療
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
対
象
と
な
る
方
は
、
７５
歳
以
 

上
の
す
べ
て
の
方
と
６５
歳
以
上
 

で
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
と
広
域
 

連
合
の
認
定
を
受
け
た
方
で
す
。
 

   　
現
在
の
老
人
医
療
受
給
者
は
、
 

自
動
的
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
 

度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す
の
で
、
加
入
手
続
き
は
必
要
 

あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
た
だ
し
、
４
月
以
降
に
６５
歳
 

以
上
７５
歳
未
満
で
一
定
の
障
が
 

い
が
あ
る
方
が
後
期
高
齢
者
医
 

療
に
加
入
す
る
場
合
は
、
市
へ
 

の
申
請
が
必
要
で
す
。
 

       　
保
険
料
は
、
被
保
険
者
一
人
 

ひ
と
り
が
負
担
能
力
に
応
じ
て
 

公
平
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
 

全
員
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
 

等
割
額
」
と
所
得
に
応
じ
て
負
 

担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計
 

と
な
り
ま
す
。
（
図
１
）
 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
額
は
、４
 

月
以
降
に
送
付
す
る
保
険
料
決
 

定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

●
低
所
得
世
帯
の
方
へ
の
軽
減
 

　
所
得
の
低
い
世
帯
の
被
保
険
 

者
は
、
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
 

じ
て
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
 

ま
す
。
 

●
被
扶
養
者
へ
の
軽
減
 

　
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
、
 

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
 

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
 

７５
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
が
対
象
 

    ２
年
間
、
所
得
割
額
が
か
か
ら
 

ず
、
均
等
割
額
も
半
額
に
な
り
 

ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
平
成
２０
年
度
は
特
 

例
と
し
て
、
９
月
ま
で
は
保
険
 

料
が
か
か
ら
ず
、
１０
月
か
ら
は
 

平
成
２１
年
３
月
ま
で
は
均
等
割
 

額
の
１
割
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
 

●
保
険
料
の
徴
収
は
4
月
か
ら
 

　
保
険
料
の
徴
収
は
４
月
か
ら
 

始
ま
り
、
介
護
保
険
料
と
同
じ
 

く
、
原
則
と
し
て
、
年
金
か
ら
 

差
し
引
い
て
納
付
さ
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
年
金
の
年
額
が
１８
万
 

円
未
満
の
方
な
ど
は
、
納
付
書
 

や
口
座
振
替
で
納
付
す
る
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

   　
病
院
な
ど
で
医
療
を
受
け
る
 

と
き
に
掲
示
す
る
被
保
険
者
証
 

（
保
険
証
）
は
、
一
人
１
枚
に
 

な
り
、
３
月
末
ま
で
に
送
付
し
 

ま
す
。
 

　
な
お
、
現
在
お
持
ち
の
老
人
 

保
健
医
療
受
給
者
証
は
、
４
月
 

１
日
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
 

ま
す
。
お
近
く
に
来
ら
れ
た
際
 

に
市
総
合
窓
口
課
医
療
給
付
グ
 

ル
ー
プ
へ
ご
返
還
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
４
月
以
降
に
７５
歳
に
 

な
っ
て
被
保
険
者
と
な
る
方
に
 

は
、誕
生
日
ま
で
に
被
保
険
者
証
 

を
送
付
し
ま
す
。 

 

   　
病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
 

自
己
負
担
額
は
、
老
人
保
健
制
 

度
と
同
じ
く
、
か
か
っ
た
医
療
 

費
の
１
割
で
す
。
た
だ
し
、
現
 

役
並
み
所
得
者
は
３
割
の
負
担
 

に
な
り
ま
す
。
 

※
現
役
並
み
所
得
者
と
は
、
同
 

　
一
世
帯
に
住
民
税
の
課
税
所
 

　
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
後
 

　
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
 

　
が
い
る
方
で
す
。
た
だ
し
、
 

　
次
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
 

　
し
認
定
を
受
け
る
と
１
割
負
 

　
担
に
な
り
ま
す
。
 

①
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
 

　
人
の
み
の
場
合
、
被
保
険
者
 

　
本
人
の
収
入
の
額
が
３
８
３
 

　
万
円
未
満
の
方
 

②
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
２
 

　
人
以
上
い
る
場
合
、
被
保
険
 

　
者
の
収
入
の
合
計
額
が
５
２
 

　
０
万
円
未
満
の
方
 

   　
受
け
ら
れ
る
給
付
は
、
老
人
 

保
健
制
度
や
国
民
健
康
保
険
と
 

基
本
的
に
は
同
じ
で
す
。
主
な
 

給
付
は
、次
の
と
お
り
で
、こ
れ
 

ら
は
、市
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。 

●
高
額
療
養
費
（
表
１
）
 

●
高
額
介
護
合
算
療
養
費
（
新
 

　
設
）
 

　
医
療
と
介
護
の
自
己
負
担
額
 

が
高
額
に
な
る
方
の
負
担
を
軽
 

減
す
る
た
め
に
、
新
た
に
高
額
 

介
護
合
算
療
養
費
が
加
わ
り
ま
 

し
た
。
 

   　
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
や
 

増
進
の
た
め
、
健
康
診
査
を
実
 

施
す
る
予
定
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
 

　
市
総
合
窓
口
課
医
療
給
付
グ
 

　
ル
ー
プ
1
２
３
―
６
４
１
１
 

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
 

　
域
連
合
1
０
１
１
―
２
９
０
 

　
―
５
６
０
１
 

　
市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
 

今
月
末
を
も
っ
て
廃
止
に
な
 

り
ま
す
。
 

　
な
お
、
現
在
加
入
さ
れ
て
 

い
る
方
が
、
今
月
中
に
交
通
 

事
故
に
あ
わ
れ
た
場
合
、
保
 

険
請
求
に
つ
い
て
は
、
事
故
 

の
報
告
は
「
事
故
発
生
日
３０
 

日
以
内
」
、
請
求
期
間
は「
事
 

故
発
生
日
か
ら
１
年
以
内
」
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
4
月
1
日
か
ら
、
市
職
員
の
勤
務
時
間
の
変
更
に
伴
い
、
市
 

役
所
（
本
庁
・
宗
谷
支
所
・
沼
川
支
所
）
の
開
庁
時
間
が
午
前
 

8
時
４５
分
〜
午
後
5
時
３０
分
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
 

市
民
交
通
傷
害
保
険
が
廃
止
に
な
り
ま
す
 

総
合
窓
口
業
務
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ
 

　
請
求
期
間
中
は
市
市
民
生
活
 

課
で
受
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
市
市
民
生
活
課
 

　
生
活
交
通
グ
ル
ー
プ
 

　
　
　
　
1
２
３
―
６
４
１
３
 

期
　
　
間
／
３
月
２７
日（
木
）
 

　
　
　
　
　
〜
４
月
３
日（
木
）
 

　
　
　
　
　
※
土
日
は
除
く
 

延
長
時
間
／
午
後
７
時
ま
で
 

業
務
の
内
容
／
 

¡
各
種
証
明
書
の
発
行
 

¡
住
民
異
動
届
お
よ
び
戸
籍
届
 

 
出
 

¡
印
鑑
登
録
 

¡
国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
 

 
に
関
す
る
申
請
手
続
き
等
 

¡
医
療
給
付
に
関
す
る
手
続
き
 

 
等
 

※
住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
 

 
し
た
住
民
票
の
広
域
交
付
に
 

 
つ
い
て
の
業
務
は
除
か
れ
ま
 

 
す
。
ま
た
、
３
月
２４
日（
月
）
 

　
〜
４
月
７
日
（
月
）
ま
で
 

　
に
出
さ
れ
た
転
入
届
に
つ
 

　
い
て
、
住
民
票
の
交
付
は
 

　
翌
日
に
な
り
ま
す
の
で
ご
 

　
了
承
願
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
 

　
市
総
合
窓
口
課
 

　
　
　
1
２
３
―
６
４
０
７
 

加
入
手
続
き
は
必
要
あ
 

り
ま
せ
ん
 

保
険
料
は
一
人
ひ
と
り
 

が
納
め
ま
す
 

病
院
な
ど
で
の
窓
口
負
担
 

は
1
割
ま
た
は
3
割
で
す
 

受
け
ら
れ
る
医
療
給
付
は
 

今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
 

健
康
診
査
が
受
け
ら
れ
ま
 

す
 

被
保
険
者
証
が
一
人
１
 

枚
に
な
り
ま
す
 

年間保険料の計算方法（平成20・21年度） 

　限度額50万円 

 

　43,143円 

（所得の低い世帯の方は軽減されます） 

（前年の所得－33万円）×9.63％ 

 

図１ 

年間保険料 

 

均 等 割 額 

＋ 

所 得 割 額 

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
 

現役並み所得者 

世帯区分 
表１　高額療養費の自己負担限度額（月ごと） 

※ 1「 1 ％」とは、「（医療費総額－267,000）× 1 ％」 
※ 2「多数該当」とは、過去12か月に 3 回以上の支給を受けた場合の、 4 回目以降の自己負担額 
 

一　般　の　方 12,000円 
 

8,000円 

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 

44,400円 

市町村民税 
非課税世帯 

低所得者Ⅱ 
低所得者Ⅰ 

80,100円＋ 1 ％（※ 1 ） 
多数該当（※ 2 ）は、44,400円 

44,400円 
24,600円 
15,000円 

市
役
所
の
開
庁
時
間
が
変
わ
り
ま
す
 

市のラジオ広報番組「市政ふれあい通信」は、FMわっかない（76.1MHz）で毎月第3日曜日、午前10時から放送中 !

＝
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平成20年4月1日より、市役所・宗谷支所・沼川支所の開庁時間が午前8時45分から午後5時30分までとなります。 

◆人件費の状況（普通会計決算） 

（注）１．職員手当には退職手当を含まない。　　2．職員数は、平成18年4月1日現在の人数である。 

※１．順位は平成19年4月1日現在のものです。また、道内平均に札幌市は含まれません。 

（注）1．稚内市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数で 
　　　　ある。 
　　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な 
　　　　職務である。 
 

●ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。 
　本市は、道内34市の中で28番目の順位です。 

◆一般行政職の初任給および経験年数区分別平均給料月額等（平成19年4月1日現在） 

◆特別職の給料および報酬等（平成19年4月1日現在） 

◆一般行政職の級別職員数の状況（平成19年4月1日現在） ◆部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在） 

◆期末・勤勉手当（平成19年度支給割合） ◆職員の主な手当（平成19年4月1日現在） 

◆ラスパイレス指数の状況（一般行政職／道内市別） 

市
職
員
の
給
与
と
定
員
管
理
の
状
況 

　
市
で
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
多
様
で
複
雑
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
適
切
に 

対
応
す
る
た
め
、
様
々
な
仕
事
に
携
わ
る
職
員
を
配
置
し
、
健
全
な
財
政
の
確
立 

と
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
人
件
費
の
抑
制
は
重
要
な
課 

題
と
位
置
づ
け
な
が
ら
、
職
員
数
の
適
正
化
や
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
て
い 

ま
す
。
　 

　
職
員
の
給
与
（
給
料
と
諸
手
当
）
は
、
国
や
他
自
治
体
職
員
の
給
料
を
考
慮
し
、 

議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

区　分 住民基本台帳人口 （18年度末） 
40,868人 18年度 22,614,745千円 3,622,164千円 16.0% 14.5% 

 

歳出額 
（Ａ） 実質収支 人件費 

（Ｂ） 
人件費率 
（Ｂ／Ａ） 

（参　考） 
17年度の人件費率 

130,511千円 

◆職員給与費の状況（普通会計決算） 

区　分 職員数 
（Ａ） 
385人 18年度 

１級 

２級 

３級 

４級 

５級 

６級 

７級 

合計 

主事・技師・業務技師 

主事・技師・業務技師 

主査・副主査・主任 

上席主査・主査・副主査・主任 

課長・主幹・上席主査・主査・副主査 

副部長・室長・参事・課長・主幹 

部長・副部長・室長・参事 

 

区　分 

区分 標準的な職務内容 

26人 

41人 

74人 

63人 

68人 

6人 

4人 

282人 

職員数 

9.2% 

14.5% 

26.3% 

22.4% 

24.1% 

2.1% 

1.4% 

100.0%

構成比 

6.1% 

14.4% 

26.6% 

23.1% 

23.4% 

4.2% 

2.2% 

100.0%

1年前の 
構成比 

初　任　給 

170,200円 
138,400円 

大学卒 
高校卒 

 順位  
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

 市　名  
恵 庭 市  
江 別 市  
室 蘭 市  
千 歳 市  
三 笠 市 
北広島市 
砂 川 市  
網 走 市  
函 館 市  
滝 川 市 

区　　　分 
市　　　　　長 
副　　市　　長 
議　　　　　長 
副　　議　　長 
議　　　　　員 

支給月  
 6 月期 
 

12月期 
 
計 

※支給割合は国と同じ 
※（　）内は再任用職員に係る支給割合 
※役職加算（国の制度に準拠） 
　部長・副部長・室長・参事　15％ 
　課長・主幹・上席主査　　　10％ 
　主査・副主査・主任　　　　  5％ 

期末手当 
1.4月分　 

（0.75月分） 
1.6月分　 

（0.85月分） 
3.0月分　 
（1.6月分） 

0.725月分　 
（0.35月分） 
0.775月分　 
（0.4月分） 
1.5月分　 

（0.75月分） 

勤勉手当 

1,391,792千円 
給　料 

241,338千円 553,794千円 2,186,924千円 5,680千円 
職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） 

一人当たり給与費 
（Ｂ／Ａ） 

給　　　　　　　与　　　　　　　費 

 316,100円  43歳 3 ヵ月 270,800円 
231,700円 

301,400円 
265,100円 

経験年数区分別平均給料月額 
15年以上20年未満 20年以上25年未満 10年以上15年未満 

346,300円 
該当者なし 

平均給料月額 平均年齢 

平成19年 

100.3 
99.2 
99.0 
99.0 
98.8 
98.8 
97.8 
97.3 
97.2 
97.2

平成18年 

98.7 
96.6 
96.2 
98.6 
96.6 
97.3 
97.6 
96.6 
97.1 
94.3

H19－H18
増　減 
1.6 
2.6 
2.8 
0.4 
2.2 
1.5 
0.2 
0.7 
0.1 
2.9

 順位  
11 
12 
13 
14 
15 
 
28 
 
34

 市　名  
旭 川 市  
釧 路 市  
名 寄 市  
伊 達 市  
石 狩 市  
 

稚 内 市  
 

夕 張 市  
道内平均 

〜 

平成19年 

（以下順位を省略） 
 

（以下順位を省略） 

97.0 
96.9 
96.9 
96.7 
96.5 
 

90.5
 

68.0 
95.1

平成18年 

95.5 
99.6 
97.9 
95.2 
92.4 
 

94.2 
 

89.1 
94.9

H19－H18
増　減 
1.5 

△   2.7 
△   1.0 
1.5 
4.1 
 

△  3.7
 

△ 21.1 
0.2

〜 

給　料・報　酬 
745,000円 
645,000円 
380,000円 
345,000円 
315,000円 

期　末　手　当 
平成19年度支給割合 
 6 月期　　2.125　月 
12月期　　2.325　月 
　計  　　　4.45　月 
加算　　　 15％　 

退職手当 
745,000円×在職年数×540／100 
645,000円×在職年数×450／100 

－ 
－ 
－ 

◆退職手当（平成19年4月現在） 
区　　分  
勤続20年 
 

勤続25年 
 

勤続35年 
 

最高限度額 
 

※支給率は国と同じ 
※その他の加算措置 
　定年前早期退職特例措置 
　（ 2 %～20%） 

自己都合  
23.50月分 

 
33.50月分 

 
47.50月分 

 
53.50月分 

勧奨・定年  
30.55月分 

 
41.34月分 

 
59.28月分 

 
59.28月分 

 手当名 
  

扶養手当 
 
 

住居手当 
 
 

通勤手当 

国の制度 
との異同 

国の制度と 
異なる内容 

 配偶者　　　　　　  　13,000円 
扶養親族（ 1 人につき）6,500円 
 
持ち家　　7,000円 
借　家　　家賃の額に応じて27,000円を限度に支給 
 
交通機関　55,000円を限度に運賃相当額を支給 
交通用具　使用距離に応じて3,000円～33,900円支給 

  同    
異 
同 
 
同 
異 

  ―    
支給額 
― 
― 
― 
支給額 

内容及び支給単価 

普
　
通
　
会
　
計
　
部
　
門 

公
営
企
業
等
会
計
部
門 

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門 

議　　会 
総　　務 
税　　務 
民　　生 
衛　　生 
労　　働 
農林水産 
商　　工 
土　　木 
計 

部門 
区分 

7 
110 
21 
51 
29 
5 
21 
20 
43 
307 
79 
386 
350 
20 
7 
18 
395 
781

平成18年 
7 
111 
21 
47 
26 
4 
19 
18 
42 
295 
77 
372 
341 
16 
8 
19 
384 
756

0 
1 
0 

△   4 
△   3 
△   1 
△   2 
△   2 
△   1 
△ 12 
△   2 
△ 14 
△   9 
△   4 
1 
1 

△ 11 
△ 25

 
新採用職員仮配置による増 
 
事務の統廃合縮小による減等 
事務の統廃合縮小による減等 
民間委託による減 
事務の統廃合縮小による減等 
欠員不補充による減 
欠員不補充による減 
 
事務の統廃合縮小による減等 
 
事務の統廃合縮小による減等 
民間委託による減等 
組織体制強化による増等 
任期付職員の採用による増 

平成19年 
職員数 主な増減理由 対前年 

増減数 

教育部門 
小　　計 
病　　院 
水　　道 
下 水 道  
そ の 他 
小　　計 
合　　計 

●
人
件
費
・
職
員
給
与
費
● 

●
特
別
職
の
給
料
等
● 

● 

給
　
与
　
の
　
状
　
況 

● 

●
　
職
　
員
　
手
　
当
　
● 

●

定

員

管

理

の

状

況

● 



会津藩北方警備200周年記念事業 
～会津若松市、利尻富士町、利尻町 
　　　　　　　 と合同で事業展開 

　宗谷の地を諸外国から守るため、江戸幕府
の命令により津軽・会 
津及び秋田藩が北方警 
備の任務にあたりまし 
たが、自然環境が厳し 
く多くの犠牲者を出す 
結果となりました。 

ふるさと訪問事業 

　稚内出身者で構成される「東京稚内会（鈴
木啓三会長）の総会が先月2日、東京にて稚
内から横田市長、山田市議会議長、井須商工
会議所会頭らも参加し、盛大に開催されまし
た。ふるさと稚内市の今の姿を見ていただき
たく、「東京稚内会ふるさと訪問事業」とし
て東京稚内会の稚 
内開催を提案して 
おります。 
　同様の提案を  
「札幌稚内クラブ」 
にも行っておりま 
す。 
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　「
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
」は
、
事
 

業
期
間
を
2
0
0
7
年
か
ら
2
 

0
1
1
年
ま
で
と
し
、
最
終
年
 

の
2
0
1
1
年
を
「
新
し
い
稚
 

内
の
ス
タ
ー
ト
」
と
位
置
づ
け
 

て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
事
業
で
は
、
①
市
民
一
 

人
ひ
と
り
が
偉
大
な
る
先
人
た
 

ち
の
足
跡
や
歴
史
を
再
認
識
す
 

る
こ
と
、
②
稚
内
市
の
歩
み
を
 

改
め
て
振
り
返
る
こ
と
に
よ
り
、
 

市
民
と
協
働
し
て
地
域
の
活
性
 

　
市
の
顔
と
も
い
う
べ
き
「
シ
 

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
と
し
て
、
10
 

年
前
に
市
制
施
行
50
年
の
記
念
 

事
業
と
し
て
全
国
か
ら
公
募
を
 

行
い
、
有
識
者
に
よ
り
選
考
さ
 

れ
た
「
わ
」
を
、今
後
も
継
続
し
 

て
使
用
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
 

し
た
。
 

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
も
 

自
由
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
使
用
の
届
出
・
申
請
は
一
切
 

不
要
で
す
。
ご
自
由
に
お
使
い
 

く
だ
さ
い
。
 

　
た
だ
し
、
次
の
3
点
に
該
当
 

す
る
場
合
は
使
用
不
可
と
し
ま
 

す
。
 

①
本
市
の
信
用
や
品
位
を
損
な
 

　
う
よ
う
な
使
用
を
す
る
場
合
 

②
自
己
の
商
標
や
意
匠
に
す
る
 

　
な
ど
、
独
占
的
な
使
用
を
す
 

　
る
場
合
 

③
そ
の
他
、
著
し
く
不
適
当
と
 

　
認
め
ら
れ
る
場
合
 

※
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
左
側
中
段
の
「
稚
内
市
の
シ
 

　
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
ご
利
用
く
 

　
だ
さ
い
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
市
総
務
課
総
務
 

　
グ
ル
ー
プ
 

　
　
　
　
1
2
3
―
6
2
3
5

　
市
で
は
、
今
年
4
月
か
ら
金
 

属
ご
み
を
資
源
と
し
て
回
収
し
 

ま
す
。
 

　
大
型
ご
み
以
外
の
金
属
ご
み
 

で
、
資
源
の
日
に
缶
や
ペ
ッ
ト
 

ボ
ト
ル
と
同
じ
場
所
に
透
明
な
 

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
金
属
以
外
の
材
質
が
 

概
ね
全
体
の
2
割
程
度
ま
で
で
 

あ
れ
ば
金
属
ご
み
と
し
て
リ
サ
 

イ
ク
ル
が
可
能
で
す
。
 

　
ま
た
、
包
丁
や
は
さ
み
、
ナ
 

イ
フ
な
ど
を
出
す
場
合
は
、
鋭
 

利
な
部
分
を
新
聞
紙
や
布
切
れ
 

で
包
ん
で
か
ら
透
明
な
袋
に
入
 

れ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
金
属
ご
み
の
一
例
 

・
な
べ
、
釜
、
フ
ラ
イ
パ
ン
等
 

・
包
丁
、
ナ
イ
フ
、
フ
ォ
ー
ク
、
 

　
は
さ
み
等
（
取
っ
手
の
プ
ラ
 

　
ス
チ
ッ
ク
は
そ
の
ま
ま
で
）
 

・
ス
プ
レ
ー
缶
（
中
身
を
抜
い
 

　
て
キ
ャ
ッ
プ
や
ノ
ズ
ル
を
外
 

　
す
）
 

・
粉
ミ
ル
ク
缶
、
お
菓
子
缶
 

・
画
鋲
、
針
、
釘
、
カ
ッ
タ
ー
 

　
の
刃
の
よ
う
に
小
さ
な
も
の
 

　
は
、
洗
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
 

　
に
入
れ
て
キ
ャ
ッ
プ
を
閉
め
 

　
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
以
外
の
電
 

　
化
製
品
は
不
可
 

 

※
塗
料
缶
は
空
で
も
不
可
 

            問
い
合
わ
せ
／
市
衛
生
課
リ
サ
 

　
イ
ク
ル
グ
ル
ー
プ
 

　
　
　
　
1
2
3
―
6
4
3
7

化
を
図
る
こ
と
、
③
多
く
の
観
 

光
客
を
呼
び
込
め
る
稚
内
を
創
 

造
す
る
こ
と
、
の
3
つ
を
目
的
 

と
し
て
い
ま
す
。
 

　
昨
年
は
、「
石
垣
市
友
好
都
市
 

提
携
20
周
年
記
念
事
業
」、「
南
 

2
0
0
8
年

メ
モ
リ
ア
ル
事
業
の
ご
案
内
 
極
観
測
船
し
ら
せ
最
後
の
稚
内
 

寄
港
」、「
ラ
・
ペ
ル
ー
ズ
顕
彰
 

記
念
碑
建
立
除
幕
式
」
の
3
事
 

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
 

4
本
の
柱
と
な
る
事
業
を
予
定
 

し
て
い
ま
す
。
 

（
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
 

ご
ざ
い
ま
す
。）
 

市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い
 

4
月
か
ら
金
属
ご
み
の
分
別
が
始
ま
り
ま
す
 

市制施行60年記念事業 

　当時は、サハリン（当時：樺太）などか
らの引揚者を含め人口 3 万人を数え、先人
たちの大いなる 
努力と、昭和30 
年の宗谷村との 
合併を経て、今 
　　日の稚内市 
　　　が築かれ 
　　　　ました。 

1808（文化 5）年会津藩587人が 
　　　　　　　　宗谷警備にあたった 

「東京稚内会」が毎年２月に総会 
　　　　　　　　　　　　　を開催 

◆記念式典（ 7月19日） 
◆サハリン州 3市との 
　　「友好都市経済交流促進会議」（ 7月20日） 
◆「稚内・コルサコフ定期航路利用促進会議」 
　　　　　　　　　　　　（ 7月20日） 

◆会津若松市訪問交流事業（ 7月 4日） 
◆会津若松市民ゆかりの地訪問交流受入事業 
　　　　　　　　　　（ 8月29日～31日） 
◆稚内市・会津若松市物産交流事業 
　　（稚内市は 8月、会津若松市は10月に開催） 

稚内港開港60年記念事業 
◆記念式典（ 5月11日） 
（国際・国内両ターミナルオープンセレモニー） 
◆稚内市民サハリン交流団派遣事業（ 5月12日） 
◆日本海にぎわい交流海道ネットワーク事業 
　　　　　　　　　　　　　（ 9月下旬） 

1949（昭和24）年 4月1日市制施行 

　今後は、サハリンの石油と天然ガスに関す

　　　　　　　　　　　　　　る中継港とし

　　　　　　　　　　　　　　ての活用が大

　　　　　　　　　　　　　　きく期待され

　　　　　　　　　　　　　　ています。 

 

1948（昭和23）年 1月稚内港が 
　　　　　　　　　　　 国際開港場に指定 

青：海 
緑：美しい大地 
赤：人々の活気や 
　  フロンティア精神 
　稚内の頭文字「わ」のひ 

らがなをモチーフに、厳し 

い自然に挑み、未来に向け 

飛躍する人々をイメージし 

た作品 

（作成者／新潟県燕市在住の 
　　　　　 信貴正明さん） 

稚内市からのお知らせは、ホームページにも掲載していますのでご覧願います。　www.city.wakkanai.hokkaido.jp
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新しい総合計画に関するお問い合わせは、市役所政策経営室（123－6187）まで 

市
民
参
画
に
よ
る
新
し
い
総
合
計
画
策
定 

　
こ
れ
ま
で
も
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
市
で
は
、
平
成
２１
年
度
か
ら
平
成
３０
年
度
ま
で
を
期 

間
と
し
た
新
し
い
「
稚
内
市
総
合
計
画
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

　
総
合
計
画
と
は
、
将
来
の
稚
内
市
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ 

を
実
現
す
る
た
め
の
総
合
的
、
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
こ
の
よ 

う
な
紙
面
を
通
じ
て
、
総
合
計
画
の
こ
と
を
も
っ
と
良
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
一
人
で
も
多
く
の 

方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

特
集
号 

なぜ新しい総合計画を 
　　　　　つくるのですか？ 

総合計画の中身（構成）は 
どのようになっていますか？ 

　これまでは、平成11年につくられた「第3次稚 
内市総合計画」に基づき、稚内市の運営が行われ 
てきました。この第３次稚内市総合計画が、平成 
20年度（平成21年3月）で計画期間の終期を迎え 
るため、新たな総合計画を策定し今後はその目標 
に向かって稚内市の運営が行われていく必要があ 
ります。 
 

どのような流れ（方法）で 
　　策定を進めているのですか？ 
　市役所内に36名の職員からなる総合計画策定委員会とい 
う組織を設け、この組織が中心となって策定を進めており 
ます。ワークショップなどにより市民の皆さんからいただ 
いた様々な意見を、策定委員会が取りまとめて整理し、計 
画書の原案を作成し、それを学識経験者や民間団体の代表 
者など25名で構成される総合計画審議会で審議していただ 
くという流れになります。 

計画の策定にあたって市民の意見は 
どのように反映されるのですか？ 
　平成19年4月から施行されている「稚内市自治基本条例」の 
基本原則である市民の「参画」、市民と行政の「協働」とい 
う考え方に基づき、ワークショップ、各種団体との懇談会な 
ど、様々な形で市民の皆さんから意見をいただく機会を設け 
ております。 

総合計画は市民の生活に 
　　　　　　　関係あるのですか？ 
　総合計画は産業振興や保健・医療・福祉、教育・文化など、 
広範囲にわたり、市民の皆さんの生活に直接・間接的に関係 
してきます。総合計画に基づき将来像の実現を目指すことに 
より、市民の皆さんの生活が豊かになるものと考えています。 

　そこでいただいた意見から浮かびあがってくる問題や課題、 
意向などを、策定委員会が取りまとめて整理・分析し、計画 
づくりに役立ててまいります。 
　また、総合計画は、策定過程はもとより、策定後も市民の 
皆さんと共有され続けることが大切ですから、情報の公開に 
努め、つねに情報の共有を図ってまいります。 

　総合計画の構成は、10年後の将来像を示す「基 
本構想」と、将来像を実現するための施策を示す 
「基本計画」、そして施策を実現していく具体的 
な事務事業を示す「実施計画」という３段階にな 
ります。 

総合計画全体の構成 
イメージ図 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

基本構想 
基本構想 

基本計画 

基本計画 
実施計画 

将来都市像将来都市像 将来都市像 

6つの政策体系政策体系（基本（基本目標）標） 6つの政策体系（基本目標） 

政策政策 政策 

シンボルプロジェクト（重点施策）（重点施策） シンボルプロジェクト（重点施策） 

施策施策（数値（数値目標・主要事業）主要事業） 施策（数値目標・主要事業） 

情報の共有 参　　画 

稚内市自治基本条例「３つの柱」 

ワークショップ会議の様子 

協　　働 

市民、市議会、市 
が、情報を互いに 
共有して、共通し 
た認識のもとまち 
づくりを進めてい 
きます。 

市民が、主体的に、 
積極的にまちづく 
りへ参画する機会 
が保障されます。 

市民、市議会、市 
が、互いの責任や 
役割に基づいて、 
力を合わせ、まち 
づくりを進めてい 
きます。 

平成19年 
9 月 
 
 
 
平成19年 
10月 
 
 
 
平成19年 
12月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成20 
年 2 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成20年 
9 月 
（予定） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成20年 
10月 
（予定） 

市民意見の収集 
（ワークショップ会議） 
など各種調査の実施 

基本構想 
（将来都市像・政策・シンボル 
プロジェクト）の案を作成 

基本計画（前期5か年） 
の案を作成 

稚内市総合計画 
全体の案を作成 

各種調査結果のまとめ 

報告 

報告 

報告 

意見 

報告 

意見 

分析・評価 

編集作業 

施策の体系・目標指標などの検討 

審議会 

審議会 

審議会 

審議会 

審議会 市　長 

諮問 

これから作成していく 
総合計画の案に対して 
専門的な観点から意見 
を頂きたい。 

作成された案に 
対する意見を提出 

市　長 

基本構想 基本構想 

基本計画 

実施計画 

答申 

こ
れ
ま
で
の
経
過 

こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

基本構想 

基本計画 

実施計画 



第671号 2008年 （平成20年） 3月 〔    〕 6

市のラジオ広報番組「元気はつらつ稚内」は、FMわっかない（76.1MHz）で毎週金曜日、午後2時から放送中！ 

市民意識調査の結果を報告いたします 市民意識調査の結果を報告いたします 
　市では、新しい総合計画の策定にあたり、平成19年10月から11月にかけて市民の皆さん2000人を対象とした「市民意識調査（アンケート調 
査）」を行いました。2月号でも一部お伝えしましたが、この調査結果がまとまりましたので、詳しくお伝えいたします。 
　なお、さらに詳細な調査結果は、「稚内市市民意識調査報告書」としてまとめております。市ホームページ上、政策経営室（市役所3階）でご 
覧になれます。 

調査目的 市民の皆さんが市政に対して、どのような意識を持ち、どう評価 
しているのか、また、まちの将来に対して何を望んでいるのか等 
を把握し、新しい総合計画策定の基礎資料とするため 

設問項目 大きく2つの項目で構成 
①これまでの市政の施策を受け、稚内市は市民からどう評価され 
　ているか 
　⇒主に評価を受け、これまでの施策の継続や見直し等の判断を 
　　する材料として活用 
②今後のまちづくりや行政施策に対する要望 
　⇒主に市民のニーズに対応した、今後の新しい施策を検討する 
　　材料として活用 

【性　別】 【年齢構成】 【家族の人数】 

男性 
363人 
47％ 

女性 
405人 
53％ 

男性 
363人 
47％ 

女性 
405人 
53％ 

無回答1人 
0％ 

18～29歳 
7.0％ 
18～29歳 
7.0％ 

30歳代 
14.4％ 
30歳代 
14.4％ 

1人 
14.6％ 

2人 
37.8％ 

3人 
22.6％ 

4人 
14.0％ 

1人 
14.6％ 

2人 
37.8％ 

3人 
22.6％ 

4人 
14.0％ 

5人　6.8％ 

6人以上 
2.9％ 無回答1.3％ 

70歳代 
13.4％ 

40歳代 
16.9％ 

50歳代 
21.6％ 

60歳代 
21.1％ 

70歳代 
13.4％ 

80歳以上 
5.6％ 

40歳代 
16.9％ 

50歳代 
21.6％ 

60歳代 
21.1％ 

市民意識調査（アンケート調査）の目的 子育て支援について何に力を入れるべきか 

回答者プロフィール 

わからない 
12.6％ 

無回答1人 
1.3％ 

定住意向について（将来も引き続き稚内に住みたいかどうか） 

稚内市の魅力について 

18～29歳 
30歳代 
40歳代 
50歳代 
60歳代 
70歳代 
80歳以上 

魅
力
に
感
じ
て
い
る 

　
　
　
　
　
　
　

と
こ
ろ 

魅
力
が
低
い
と
こ
ろ 

自然が豊かである 
自然が豊かである 
自然が豊かである 
自然が豊かである 
道路が整備されている 
道路が整備されている 
道路が整備されている 

新鮮な食材が豊富である 
新鮮な食材が豊富である 
新鮮な食材が豊富である 
道路が整備されている 
自然が豊かである 
自然が豊かである 
自然が豊かである 

安心して暮らせるまちである 
道路が整備されている 
道路が整備されている 
新鮮な食材が豊富である 
新鮮な食材が豊富である 
新鮮な食材が豊富である 
新鮮な食材が豊富である 

１　位 ２　位 ３　位 

現在の行政サービスに対する満足度 

市内における買い物環境の向上について何に力を入れるべきか 

18～29歳 
30歳代 
40歳代 
50歳代 
60歳代 
70歳代 
80歳以上 

満足度が高い項目 
上・下水道の整備 
消防施設や機能の強化 
市民サービスの充実 
図書館機能の充実 

クリーンエネルギーの創出 

 
1位 
2位 
3位 
4位 
5位 

満足度が低い項目 
地域医療体制の整備充実 
市民意見の反映 
商店街の活性化 
雇用労働の安定 

多様な観光資源の開発 

今後優先してほしい項目 
地域医療体制の整備充実 
在宅医療福祉体制の充実 
高齢者医療福祉施設の充実 
雇用労働の安定 

救急救命体制の整備拡充 

若者の遊ぶ場所 
働く場所 
働く場所 
働く場所 
働く場所 
働く場所 
働く場所 

働く場所 
若者の遊ぶ場所 
若者の遊ぶ場所 
若者の遊ぶ場所 
物　　価 
物　　価 

若者の遊ぶ場所 

医　　療 
医　　療 
医　　療 
物　　価 

若者の遊ぶ場所 
若者の遊ぶ場所 
物　　価 

１　位 ２　位 ３　位 

0.0 10.0 20.0 30.0 　　40.0（％） 

0.0 20.0 40.0 60.0 　　80.0（％） 

1位 

2位 

3位 

1位 

2位 

3位 

4位 

5位 

仕事の関係（28.3％） 

既存商店街の活性化（59.7％） 

ＪＲ稚内駅周辺の中央商店街の駐車場の整備（47.2％） 

郊外幹線道路沿道への新たな大型店の立地（31.3％） 

【できれば転出したい・転出する予定がある理由】 

生活の利便性を求めて（26.5％） 

充実した医療を求めて（25.2％） 

子どものそばに住むため（7.0％） 

親などの面倒を見るため（2.6％） 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

1位 

2位 

3位 

4位 

5位 

子育てと仕事が両立できる環境づくり（52.9％） 

経済的支援の充実（31.6％） 

地域で助け合う仕組みづくり（27.3％） 

一時保育や休日保育などサービスの多様化（27.0％） 

乳幼児保育の環境整備（25.7％） 

小中学校の教育で子どもたちに身につけさせたいこと 

60.0

0.0

1位 

2位 

3位 

4位 

5位 

あいさつや礼儀など、社会生活を送る上で必要な態度・習慣（69.7％） 

友だちをつくることや他人とのコミュニケーション能力（41.6％） 

読み・書き・計算などの基礎学力（38.6％） 

自分の進路・将来を自分で考えることのできる力（28.1％） 

たくましく生きるための健康や体力（24.8％） 

20.0 40.0 60.0 80.0 
（％） 

観光振興のために何に力を入れるべきか 

0.0

1位 

2位 

3位 

地元食材を使った独自の食文化（38.5％） 

地域のまつりや集客イベントの向上（36.7％） 

通年観光促進に向けた冬季観光資源の開発（33.2％） 

20.0 40.0 60.0 80.0 
（％） 

健康づくりや医療のために何に力を入れるべきか 

0.0

1位 

2位 

3位 

病院や診療所の充実（55.3％） 

夜間・休日の医療体制の整備（30.3％） 

健診の充実など、病気の早期発見・早期治療（28.0％） 

20.0 40.0 60.0 80.0 
（％） 

環境対策のために何に力を入れるべきか 

0.0

1位 

2位 

3位 

ごみの減量化・リサイクル化の推進（49.7％） 

省エネ対策・自然エネルギーの活用促進（38.0％） 

廃棄物の不法投棄防止・適正処理（29.6％） 

20.0 40.0 60.0 80.0 
（％） 

防災対策として、何に力を入れるべきか 

0.0

1位 

2位 

3位 

4位 

5位 

災害時の情報伝達体制の充実（37.2％） 

水道・下水道・ガス・電気などのライフラインの耐震化（35.2％） 

災害時における食料や飲料水を確保するための備蓄倉庫の整備（30.8％） 

避難経路や避難場所の確保（29.8％） 

防災訓練の実施や広報活動などによる、市民の防災意識の向上促進（11.4％） 

10 20 30 40 
（％） 

ずっと 
住み続ける 
つもり 
28.6％ 

できれば 
住み続けたい 
27.6％ 

できれば 
転出したい 
21.2％ 

転出する 
予定がある 
8.7％ 

ずっと 
住み続ける 
つもり 
28.6％ 

できれば 
住み続けたい 
27.6％ 

できれば 
転出したい 
21.2％ 

転出する 
予定がある 
8.7％ 



ストップ・ザ・交通事故死　　～ めざせ　安全で安心な車社会　北海道 ～ 
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�������������������
�������������������
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ツ
交
流
を
は
じ
め
市
民
参
加
型
 

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
検
討
 

し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
同
年
に
五
十
周
年
を
 

迎
え
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
 

会
が
「
日
本
リ
ー
グ
」
を
、
バ
レ
 

ー
ボ
ー
ル
協
会
が「
Ｖ
リ
ー
グ
」
 

の
誘
致
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
 

な
ど
も
考
慮
し
て
開
催
の
可
能
 

性
を
調
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

体
協
事
業
を
後
援
し
て
い
る
 

「
稚
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
賛
会
」
 

の
支
援
の
下
に
基
金
を
積
み
立
 

て
る
と
同
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
 

年
団
を
は
じ
め
青
少
年
の
ス
ポ
 

ー
ツ
活
動
を
積
極
的
に
進
め
よ
 

う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

　
例
え
ば
、
優
秀
な
選
手
や
指
 

導
者
に
対
し
て
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
 

（
全
日
本
、
ア
ジ
ア
、
世
界
、
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
）
な
大
会
 

の
視
察
や
研
修
会
に
派
遣
す
る
 

ほ
か
、
団
体
の
運
営
や
競
技
力
 

の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
支
援
 

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

  　
記
念
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
 

他
に
も
友
好
都
市
と
の
ス
ポ
ー
 

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
高
校
柔
道
北
海
道
大
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
の
女
子
52
キ
ロ
グ
ラ
ム
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
の
部
に
出
場
し
た
稚
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
出
身
の
大
谷
美
結
（
み
 

ゆ
）
さ
ん
が
み
ご
と
全
道
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
 

し
た
。
 

　
美
結
さ
ん
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
3
世
代
に
わ
た
る
 

柔
道
一
家
・
大
谷
末
太
郎
さ
ん
の
孫
娘
で
柔
道
連
盟
大
谷
貴
美
さ
 

ん
の
二
女
。
 

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
父
さ
ん
ら
が
中
心
と
な
っ
て
指
導
す
る
 

「
稚
内
南
部
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
で
5
歳
の
こ
ろ
か
ら
技
を
 

磨
き
、
早
く
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
稚
内
南
中
学
校
卒
業
 

と
同
時
に
、
お
父
さ
ん
も
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
恩
師
の
い
る
札
 

幌
の
東
海
大
四
高
校
に
進
学
し
、
更
に
心
技
体
を
磨
き
ま
し
た
。
 

　
今
大
会
で
は
団
体
戦
の
先
鋒
と
し
て
も
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、
 

団
体
優
勝
を
勝
ち
取
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
3
月
 

に
東
京
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
で
は
、
個
人
種
目
は
無
い
も
の
の
、
 

チ
ー
ム
の
先
鋒
と
し
て
全
国
の
強
豪
に
挑
み
ま
す
。
 

  　
実
行
委
員
会
で
は
「
式
典
・
 

祝
賀
」「
記
念
誌
編
集
」「
事
業
 

･
企
画
」
の
三
専
門
部
会
に
分
 

か
れ
て
、
次
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
 

の
詳
細
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

◆
式
典
・
祝
賀
部
会
 

　
日
程
お
よ
び
表
彰
や
式
典
内
 

容
等
の
検
討
 

◆
記
念
誌
編
さ
ん
部
会
 

　
「
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」
の
資
 

料
収
集
お
よ
び
編
集
方
針
、
配
 

布
な
ど
の
検
討
 

◆
事
業
・
企
画
部
会
 

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
が
 

楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
 

「
招
聘
・
市
民
参
加
型
事
業
」
 

の
検
討
 

    　
多
く
の
市
民
が
楽
し
め
る
プ
 

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
収
容
人
 

数
が
見
込
め
る
会
場
や
施
設
面
 

を
考
慮
し
て
、
プ
ロ
野
球
が
喜
 

ば
れ
る
も
の
と
、
現
在
、
”北
 

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
 

（
藤
井
代
表
取
締
役
社
長
）“
に
、
 

市
内
声
問
の
大
沼
球
場
を
会
場
 

　
財
団
法
人
稚
内
市
体
育
協
会
は
、
平
成
二
十
一
年
の
来
年
が
満
五
 

十
年
の
記
念
の
年
に
な
り
ま
す
。
 

 
前
身
と
な
る
「
稚
内
市
体
育
協
会
」
が
昭
和
三
十
四
年
に
発
足
以
 

来
、
半
世
紀
に
わ
た
り
稚
内
市
の
ス
ポ
ー
ツ
界
を
リ
ー
ド
し
、
輝
か
 

し
い
歴
史
と
実
績
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
 

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
 

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
 

平
成
二
十
一
年
は
創
立
五
十
周
年
 

 
節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
 

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
 

咋
年
（
平
成
十
九
年
）
か
ら
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
あ
る
程
度
 

の
メ
ニ
ュ
ー
を
挙
げ
、
さ
ら
に
昨
年
十
二
月
に
は
実
行
委
員
会
を
組
 

織
し
て
実
施
の
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

         に
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
の
公
式
 

戦
開
催
を
要
請
し
て
い
ま
す
。
 

　
日
本
ハ
ム
側
か
ら
も
、
稚
内
 

開
催
に
前
向
き
な
返
答
が
示
さ
 

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
 

事
業
･
企
画
部
会
に
お
い
て
詳
 

細
に
わ
た
る
協
議
を
進
め
る
こ
 

と
と
し
て
い
ま
す
。
 

   　
実
行
委
員
会
で
は
、
各
部
会
 

が
検
討
し
て
い
る
事
業
の
ほ
か
 

に
、
五
十
年
を
節
目
に
、
後
世
 

に
引
き
継
ぐ
事
業
を
検
討
し
て
 

い
ま
す
。
現
在
検
討
さ
れ
て
い
 

る
事
業
は
、
主
と
し
て
青
少
年
 

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
め
ざ
す
 

「
基
金
の
創
設
」
で
す
。
 

　
本
事
業
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
 

振
興
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
 

か
ら
の
協
賛
金
を
募
る
こ
と
で
 

弾
み
と
し
て
、稚
内
市
を「
ス
ポ
 

ー
ツ
合
宿
の
里
」
と
し
て
売
込
 

み
を
強
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

　
受
け
入
れ
体
制
の
第
一
弾
と
 

し
て
は
、
助
成
額
の
見
直
し
は
 

も
と
よ
り
、
快
適
な
競
技
場
の
 

確
保
や
整
備
が
必
要
で
す
。
 

　
稚
内
市（
教
育
委
員
会
）で
は
、
 

平
成
二
十
年
度
の
当
初
予
算
に
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
の
充
実
や
、
 

フ
ロ
ア
ー
ワ
ッ
ク
ス
整
備
費
を
 

計
上
し
て
い
ま
す
。
体
育
協
会
 

で
は
、
各
協
会
の
合
宿
誘
致
の
 

協
力
は
も
と
よ
り
、
誘
致
に
よ
 

る
体
育
館
の
占
有
使
用
に
対
す
 

る
理
解
を
求
め
る
ほ
か
、
民
間
 

の
宿
泊
施
設
や
、
飲
食
業
者
な
 

ど
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、
合
 

宿
誘
致
に
対
す
る
全
市
的
な
歓
 

迎
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
 

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
、
合
 

宿
に
関
す
る
情
報
や
ア
イ
デ
ィ
 

ア
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
 

す
。
 

　
企
業
や
大
学
、
ク
ラ
ブ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
を
進
め
、
 

市
民
を
は
じ
め
、
青
少
年
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
競
技
を
提
供
す
る
こ
 

と
で
、
体
協
本
来
の
目
的
の
柱
と
な
る
競
技
力
の
向
上
を
図
る
と
 

共
に
、
流
動
人
口
の
増
加
や
滞
在
に
よ
る
地
域
経
済
に
貢
献
で
き
 

る
こ
と
か
ら
、
合
宿
の
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。
 

●
三
専
門
部
会
で
検
討
 

●
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
 

プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
 

リ
ー
グ
を
要
請
 

●
後
世
に
引
き
継
ぐ
「
青
少
 

年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」
 

●
そ
の
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

全
道
優
勝
の
快
挙
 

　
　
　
　
　
　
　〔
高
校
柔
道
〕 

あっぱれ！
！！   

美結さん 
あっぱれ！

！！   

美結さん 
あっぱれ！

！！   

美結さん 

「スポーツ合宿の里」をめざします 「スポーツ合宿の里」をめざします 「スポーツ合宿の里」をめざします 
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の
少
年
時
代
か
ら
、
 

現
在
ま
で
の
輝
か
し
 

い
軌
跡
を
示
す
品
物
 

や
野
球
用
品
の
ほ
か
、
 

剛
速
球
体
感
を
は
じ
 

め
映
像
な
ど
数
々
の
 

展
示
コ
ー
ナ
ー
を
備
 

え
た
施
設
が
、
そ
の
 

名
も
「
松
坂
大
輔
ス
 

タ
ジ
ア
ム
」
と
な
っ
 

て
、
二
月
二
十
三
日
、
 

副
港
市
場
敷
地
内
に
 

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
 

　
午
前
十
一
時
か
ら
、
 

ス
タ
ジ
ア
ム
入
り
口
 

で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
 

ン
式
に
は
、
横
田
市
 

長
や
東
京
か
ら
駆
け
 

つ
け
た
松
坂
投
手
の
 

父
親
・
諭
さ
ん
、
稚
 

内
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
 

年
団
代
表
の
岩
本
航
 

               　
体
育
協
会
ほ
か
経
済
団
体
や
青
 

年
団
体
で
構
成
し
た
「
松
坂
記
念
 

館
を
実
現
す
る
会
」
が
中
心
に
な
 

っ
て
、
昨
年
6
月
か
ら
署
名
を
集
 

め
る
な
ど
の
誘
致
活
動
も
実
を
結
 

び
、
米
・
大
リ
ー
グ
、
ボ
ス
ト
ン
 

レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
松
坂
大
輔
投
手
 

典
君
（
宗
谷
小
5
年
生
）
と
、
潮
 

見
が
丘
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
野
球
ス
ポ
 

ー
ツ
少
年
団
代
表
の
廣
瀬
生
幹
君
 

（
東
小
5
年
生
）
ら
に
よ
る
テ
ー
 

プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
一
般
市
民
に
 

も
ス
タ
ジ
ア
ム
内
が
開
放
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

　
訪
れ
た
市
民
か
ら
は
、
時
速
1
 

5
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
剛
速
球
体
 

感
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
オ
ー
」
「
ハ
 

ヤ
ッ
」
の
声
や
、
「
内
容
が
充
実
 

し
て
い
る
ね
」
な
ど
と
い
っ
た
感
 

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
父
親
の
諭
 

さ
ん
の
自
宅
に
は
も
う
少
し
資
料
 

が
残
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
、
展
 

示
物
の
増
加
や
入
れ
替
え
な
ど
が
 

期
待
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、
 

是
非
、
本
市
に
縁
の
深
い
メ
ジ
ャ
 

ー
リ
ー
ガ
ー
の
足
跡
や
現
況
を
探
 

訪
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
 

か
‥
‥
。
 

　
し
か
し
、
こ
れ
を
は
る
か
に
上
回
 

る
記
録
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
あ
り
 

ま
す
。
1
9
7
9
年
の
イ
リ
ン
デ
ン
 

Ｆ
Ｃ
対
ム
ラ
ド
ス
戦
で
1
3
4
対
1
 

と
い
う
と
ん
で
も
な
い
記
録
が
あ
り
 

ま
す
。
で
も
、
こ
の
試
合
で
は
、
ム
 

ラ
ド
ス
の
選
手
と
審
判
が
イ
リ
ン
デ
 

ン
に
協
力
す
る
「
八
百
長
」
が
あ
っ
 

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
〈
ス
ポ
ー
ツ
の
雑
学
か
ら
引
用
〉
 

　スポーツ活動をサポートする「スポーツ安全保険」の加入をお 
勧めします。 
　５人以上であれば、スポーツに限らず文化・ボランティア活動 
にも適用されます。 
◆対象事故：グループ活動中や活動場所への往復中の事故 
◆保険期間：平成20年 4 月 1 日から翌年 3 月31日 
　　　　　　《加入受付は、 3 月 3 日から》 

◆加入手続き　 
　・加入依頼書は市内体育施設窓口に備え付けています。 
　・当該年度（平成20年度）以外の加入依頼書は使用できません。 
　・“北洋銀行”以外の金融機関で送金（振込み）される場合は、 
　　加入依頼書の「説明」を参照ください。 
◆問合せ：体育協会事務局へ 

大
き
な
保
障
で
 

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
 

大
き
な
保
障
で
 

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
 

大
き
な
保
障
で
 

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
 

　
サ
ッ
カ
ー
の
最
多
得
点
記
録
は
？
 

　
サ
ッ
カ
ー
は
、
な
か
な
か
得
点
が
 

入
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
 

　
プ
ロ
の
試
合
で
は
、
1
8
8
5
年
 

9
月
12
日
に
行
わ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
 

ン
ド
・
カ
ッ
プ
の
ア
ー
ブ
ロ
ー
ス
対
 

ボ
ン
ア
コ
ー
ド
戦
で
、
ア
ー
ブ
ロ
ー
 

ス
が
36
対
0
で
勝
っ
た
の
が
最
多
得
 

点
記
録
で
す
。
 

一

口

メ

モ

 われらスポーツ家族の われらスポーツ家族の 

　
家
族
で
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
、
 

楽
し
ん
で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
家
族
の
 

輪
を
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
す
。
 

　
今
号
で
は
、
前
号
の
「
相
沢
直
 

之
」さ
ん
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た「
中
 

島
　
建
さ
ん
一
家
」
で
す
。
 

            ■
建
（
け
ん
）
 

　
小
学
校
3
年
生
か
ら
野
球
一
筋
 

で
、
現
在
も
市
内
の
野
球
ク
ラ
ブ
 

「
Ｋ
ク
ラ
ブ
」
の
監
督
兼
プ
レ
ー
 

ヤ
ー
と
し
て
活
躍
中
。
 

　
中
央
小
（
北
海
ヤ
ン
ガ
ー
ス
）、
 

稚
内
中
学
校
野
球
部
、
旭
川
龍
谷
 

高
校
野
球
部
に
所
属
。【
暗
に
野
球
 

の
名
門
校
を
経
て
き
た
こ
と
を
自
 

慢
】
 

■
妻
・
由
佳
子
（
ゆ
か
こ
）
 

　
札
幌
市
出
身
、
高
校
時
代
は
ソ
 

フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
て
い
た
 

が
、
幼
い
頃
か
ら
や
っ
て
い
た
ス
 

キ
ー
は
な
か
な
か
の
腕
前
で
、「
弾
 

丸
娘
」
と
言
わ
れ
た
川
端
絵
美
と
 

も
仲
が
良
い
。【
と
、
自
慢
。
が
、
 

ス
キ
ー
メ
ー
カ
ー
で
働
い
て
い
た
 

関
係
で
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
 

知
り
合
い
で
は
な
い
ら
し
い
】
 

■
長
女
・
佳
奈
（
か
な
）
 

　
中
学
三
年
生
。
小
学
4
年
生
か
 

ら
、
し
お
み
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
 

団
に
所
属
し
、
潮
見
が
丘
中
で
も
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
プ
レ
ー
し
て
 

き
た
が
全
道
大
会
に
は
出
場
し
て
 

い
な
い
。
現
在
は
、
看
護
師
を
目
 

指
し
て
奮
闘
中
。【
と
、
両
親
と
は
 

違
っ
て
自
慢
す
る
こ
と
な
く
、
い
 

た
っ
て
謙
虚
】
 

■
長
男
・
脩
斗
（
し
ゅ
う
と
）
 

　
潮
見
が
丘
小
学
5
年
生
。
3
年
 

生
か
ら
稚
内
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
 

団
に
入
団
し
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
4
 

番
打
者
と
し
て
活
躍
。
昨
年
の
全
 

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
大
会
 

（
ス
タ
ル
ヒ
ン
杯
）で
は
ベ
ス
ト
8
 

の
成
績
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
 

彰
受
賞
の
中
心
メ
ン
バ
ー
。【
と
、
 

両
親
と
同
じ
く
自
慢
】
将
来
は
プ
 

ロ
野
球
選
手
が
夢
。（
で
き
れ
ば
日
 

本
ハ
ム
に
入
団
希
望
）
　
 

　
「
佳
奈
」
さ
ん
「
脩
斗
」
君
、
夢
 

に
向
か
っ
て
レ
ッ
ツ
！
Ｇ
Ｏ
！！
 

¡
建
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
 

　
子
供
た
ち
が
幼
い
頃
か
ら
家
族
 

で
楽
し
ん
で
い
た
ス
キ
ー
の
話
題
 

か
ら
、
野
球
の
話
題
が
多
く
な
り
、
 

最
近
で
は
野
球
に
あ
ま
り
興
味
の
 

無
か
っ
た
由
佳
子
さ
ん
が
、
ル
ー
 

ル
を
理
解
し
た
り
ス
コ
ア
ま
で
つ
 

け
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
こ
と
が
 

嬉
し
い
。
 

③
中
島
　建
さ
ん
一
家
 

（
以
下
敬
称
略
）
 

輪 

告 知 板  告 知 板  
募集します 

健康スポーツクラブ 
1

団
体
 

加
入
区
分
 

対　　　象 対象となる 
事故の範囲 

賠償責任保険 
（支払限度額） 共済見舞金 

突　然　死 
（急性心不全、　 
　脳内出血など） 

対象となりません 

掛 金 
（1人年額） 死 亡 

傷　害　保　険 
後遺障害 
（最高） 

入 院 
（1日につき） 

通 院 
（1日につき） 

・中学生以下の子ども 
・スポーツ活動を行わない大人 
　　　　　　　　　（高校生以上） 

団体活動中と 
その往復中 

（学校管理下を除く） 

団体活動中と 
その往復中 

（学校管理下を除く） 

団体活動中と 
その往復中 

（学校管理下を除く） 

団体活動中と 
その往復中 

（学校管理下を除く） 
上記以外の個人 
練習、個人活動など 
（学校管理下を除く） 

身体賠償　1人　　   1億円 
　　　　　1事故　   5億円 
財物賠償　1事故  500万円 
　　　　（各免責金額1,000円） 

身体・財物賠償　合算で 
１事故  500万円（各免責金額1,000円） 

上記補償に身体・財物賠償　合算で 
１事故  500万円を加算 

身体賠償　1人　　   1億円 
　　　　　1事故　   5億円  
財物賠償　1事故  500万円 
　　　　（各免責金額1,000円） 

身体賠償 
　　　１人　　　１億円 
　　　１事故　　５億円 
　　　　　（免責金額1,000円）  
財物賠償 
　　　１事故　500万円 
　　　　　（免責金額1,000円） 

A

AW

AC

C

A

B

C

D

500円 2,000万円 3,000万円 

160万円 

突　然　死 
（急性心不全、　 
　脳内出血など） 
160万円 

突　然　死 
（急性心不全、　 
　脳内出血など） 
160万円 

4,000円 1,500円 

1,050円 
2,100万円 3,150万円 5,000円 2,000円 

100万円 150万円 1,000円 500円 

1,000円 1,000万円 1,500万円 2,500円 1,000円 

1,500円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円 

500円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円 

800円 600万円 900万円 1,800円 1,000円 

1,500円 2,000万円 3,000万円 4,000円 1,500円 

9,000円 500万円 750万円 1,800円 1,000円 

・高校生以上のスポーツ 
　　　　　　　　　　活動団体 

・危険度の高いスポーツ 
　　　　　　　　　　活動団体 

・中学生以下の子ども 

・Ａ、ＡＷの子ども（中学生以下） 
　の指導・支援として、と一緒に 
　スポーツ活動を行う大人 
　　　　　　　　　（高校生以上） 

・老人クラブなどの団体 

・高校生以上の文化活動団体 

子
ど
も
の
団
体
 

大
人
の
団
体
 

皆さんの 
願いが 
叶いました 

皆さんの 
願いが 
叶いました 

皆さんの 
願いが 
叶いました 

　総合体育館を拠点に活動してい 
る「スポーツクラブ」では仲間を 
募っています。卓球をはじめ軽ス 
ポーツやニュースポーツなどを楽 
しみながら、体力の保持と運動不 
足解消を図ってみませんか‥‥。 
 
【募集要項】 
●水曜健康クラブ 
《活動日時》毎週水曜日 
　午前10時から12時まで 
《活動内容》夏はパークゴルフ・ 
　冬はニュースポーツ 
●木曜健康クラブ 
《活動日時》毎週木曜日 
　午前10時から12時まで 
《活動内容》夏はパークゴルフ・ 
　冬はニュースポーツ 
●卓金（たっきん）クラブ 
《活動日時》毎週金曜日 
　午後1時30分から3時30分まで 
《活動内容》もっぱら卓球 
 
　体育館の往復は、スポーツバス 
の利用ができます。 

　 ＨＯＴ！ほっと！！で 
　　パワーアップ！！！ 
2

　（財）稚内市体育協会が直営する 
総合体育館軽食・喫茶コーナー 
「ＨＯＴ！ほっと！！」では、同館 
利用者に軽食や、飲み物を安価で 
提供しています。 
　軽食は、基本的には調理済みの 
冷凍食品（レトルト）を、電子レ 
ンジで加熱しています。 
　平日も含めて、開館日は毎日開 
設としていますので、昼食を準備 
できなかった方や、昼食時間を越 
えてスポーツ活動を行う方のご利 
用をお待ちいたしております。 
　本コーナーの収益は、体協が実 
施する「競技力の向上事業」に活 
用しています。 

コーヒー･紅茶…200円
チャーハン・ピラフ・焼きそば…350円
カレーライス…350円 
から揚げ…50円
ホットドッグ…200円 
おにぎり…100円
※飲食のセット料金もあります。

〔メニューの一部紹介〕 



生活習慣病のもとメタボリックシンドロームを防ぎましょう。 生活習慣病のもとメタボリックシンドロームを防ぎましょう。 
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　平成20年 4月から75歳以上の高齢者を対象とした「後期高齢
者医療制度」がはじまることにより、国保税の計算方法が変更
となります。 
　今まで国保や社保などの医療保険に加入しながら老人保健制
度の対象となっていた方々が、加入していた保険からぬけて新
たに後期高齢者医療制度に加入することとなります。この新し

い制度を支えるために、国保や社保などの加入者の皆様は、支
援金として後期高齢者医療制度の運営費用を負担することとな
ります。 
　平成20年度の税額については、前年所得が変わらない場合で
も平成19年度に比べてあがる見込みです。 

〔 平成20年4月から 〕 〔 従　　来 〕 

医　　療　　分 

　介　　護　　分※ 

医　　療　　分 
＋ ＋ 

＋ 
後期高齢者支援金分（新設） 

　介　　護　　分※ 

　平成20年 4 月から国保世帯全員が65歳から74歳までの世帯
の国保税納付について、年金からの天引き（特別徴収）が始ま
ります。対象は、次の①、②に当てはまる世帯主（※擬制世帯
主を除く）となります。 
①世帯主が年額18万円以上の年金を受給していること。 
②国保税と介護保険料を合わせた額が年金額の 2 分の 1 を超

　えていないこと。 
　この条件に当てはまらない場合は、今までと同様に納付書や
口座振替といった方法で国保税を納めることとなります。 
　また、4月から特別徴収により国保税を納めていただく世帯
の方につきましては、4月の年金が支給される前に個別に通知
いたします。 

例1：世帯主（72歳・国保）、妻（68歳・国保）の場合 
　　　→二人とも65歳以上の国保被保険者なので、特別徴収の対象となります。 

例2：世帯主（78歳、後期高齢者医療、擬制世帯主）、妻（68歳・国保）の場合 
　　　→世帯主が擬制世帯主なので、特別徴収の対象とはなりません。 
　　　　ただし、世帯主は介護保険料や後期高齢者医療制度保険料の特別徴収の対象となります。 

例3：世帯主（72歳・国保）、子（45歳・国保）の場合 
　　　→世帯員全員国保被保険者ですが、世帯員である子が65歳未満なので、特別徴収の対象とはなりません。 

※擬制世帯主について 
・世帯主が、国保に加入していない世帯のことです。 
・国保税は、世帯の代表である世帯主が納付義務者となるため、世帯主が国保に加入していない場合でも、世帯の中に国   
　保に加入している方がいるときは、その世帯主が納付義務者となります。 

　平成20年 4月から後期高齢者医療制度がはじまることにより、国保税に対して、次のような措置があります。 

①所得が少ない方に対する軽減措置 
　　現在国保税の軽減を受けている世帯で、国保から後期高齢へ移行する75歳以上の方がいることにより軽減が受けられなく
　なる場合に、残った国保世帯の方に負担が増えない様、 5年間は今までと同様の計算方法で判定します。 

②平等割で賦課される国保税の軽減措置 
　　国保から後期高齢に移行する75歳以上の方が国保からぬけることで、一人世帯となる方については、国保税の平等割（一
　世帯につき定額）が 5年間半額となります。 

③被用者保険の被扶養者であった方の軽減措置 
　　社保や共済などの被用者保険に加入していた方が75歳になり後期高齢に移行する場合、その扶養になっていた方（配偶者
　や子等）は資格を失い、国保に加入することとなります。その場合の国保税について、 2年間次の措置が受けられます。 
　・その扶養になっていた方の所得と資産に対して計算される部分は、賦課しない。 
　・7割・5割に該当する場合を除き、均等割（加入者数に対して計算される部分）は、半額とする 
　・7割・5割に該当する場合を除き、一人世帯の場合は、平等割を半額とする。 
　※低所得世帯に対して国保では、加入者数と所得によって、均等割と平等割を7割、5割または2割に軽減する制度があります。 
　※国保に加入する場合、市役所で届出が必要になります。（必要なもの：職場の健康保険の被扶養者からはずれた証明書、印鑑） 

特
別
徴
収
世
帯
の
 

判
　
 
定
 
　
例
 

※介護分は、40歳から64歳までの加入者が対象です。 

従来の二本立てから三本立てとなります。 
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　平成20年 4月から、今まで 1割負担だった方は 2割負担に見直されることとされていましたが、 

平成20年 4月から平成21年3月までの一年間は医療費 
負担が 1割に据え置かれることとなりました。 

※既に 3割負担の方、後期高齢者医療制度の対象となる一定の障害認定を 
　受けた方は除きます。 

　後期高齢者医療制度が始まることに伴い、国民健康保険から脱退される皆
様については、平成20年 4 月 1 日から今までお使いの保険証が使えなくなり
ます。 
　脱退の手続きは特に必要ありませんが、お近くに来られた際には市役所保
険年金グループ 4番窓口へ保険証をご返還下さいますようお願いいたします。 

　平成20年 4 月から「高齢者の医療の確保に関する法律」に
基づき、生活習慣病を予防するため、メタボリックシンドロー
ム（内臓脂肪症候群）に着目した 特定健康診査・特定保健指導
がはじまります。 
　対象者は、40～74歳の方ですが、変更点として各医療保険
者（国保、社保、共済等）ごとに健診・保健指導を実施するこ

とになりました。そのため40～74歳の国保加入者の皆様の特
定健康診査・特定保健指導については、国保が実施することに
なります。 
　国保から健診のお知らせが届きましたら、1年に一度皆様の
健康づくりとして特定健診を受診しましょう！ 

※動機付け支援（メタボリックシンドローム予備群） 
　…自分の生活習慣の改善点に気づき、自ら目標を設定し行動に移すことができるように保健師等が支援を行う。 

※積極的支援（メタボリックシンドローム該当者） 
　…健診結果の改善に向けて、実践できる目標を自分で選択し 3か月以上継続的に保健師等が支援を行う。 

②判定・結果通知 

①特定健診 

基本的な健診（問診＋基本的な検査） 
・腹囲測定、血圧、脂質、血糖検査等 

詳細な健診（結果に基づき） 
・貧血検査、心電図、眼底検査 

＋ 

③特定保健指導 

※情報提供（受診者全員）…健康な生活を送るための生活習慣の見直しや改善のきっかけとなる情報を提供する 

生活習慣の改善の 
必要性が低い人 

情　　　報　　　提　　　供 

動機付け支援 積極的支援 

健診・保健指導の流れ 

生活習慣の改善の 
必要性が高い人 

生活習慣の改善の 
必要性が中低度の人 

問い合わせ　市総合窓口課保険年金グループ　123－6410

保険証  



市のラジオ広報番組「学びふるさと再発見」は、FMわっかない（76.1MHz）で毎週木曜日、午後2時から放送中！ 
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市
で
は
市
民
の
方
々
に
ご
利
 

用
し
て
い
た
だ
く
「
稚
内
市
子
 

育
て
情
報
交
流
コ
ー
ナ
ー
」
を
、
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ス
タ
ー
ト
 

さ
せ
ま
す
。 

　
子
育
て
を
し
て
い
く
中
で
の
 

話
題
や
疑
問
、
そ
れ
に
対
す
る
 

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
投
稿
し
て
 

い
た
だ
く
な
ど
し
て
、
市
民
全
 

体
で
子
育
て
情
報
を
共
有
し
、
 

子
育
て
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
 

ん
か
。
 

　
投
稿
し
て
い
た
だ
く
内
容
は
、
 

「
子
ど
も
と
遊
ん
で
楽
し
い
公
 

わ 
い 
わ 
い 
子 
育 
て 
支
援
コ
ー
ナ
ー
 

園
は
？
」
「
子
ど
も
が
夜
泣
き
 

す
る
ん
で
す
が
…
」
な
ど
、
子
 

育
て
に
関
す
る
こ
と
や
、
子
育
 

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
み
な
 

さ
ん
に
は
、
団
体
の
紹
介
や
イ
 

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
投
稿
し
て
 

い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
 

開
始
日
／
４
月
１
日
（
火
）
 

　
※
予
定
 

投
稿
方
法
／
市
こ
ど
も
課
ま
で
 

　
メ
ー
ル
、
ま
た
は
書
面
を
直
 

　
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

※
記
事
の
投
稿
は
３
月
２４
日
 

（
月
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
が
、
  　

情
報
交
流
コ
ー
ナ
ー
上
へ
の
 

　
掲
載
は
４
月
以
降
と
な
り
ま
 

　
す
。
 

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
市
ホ
 

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
こ
ど
も
課
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
 

　
設
置
し
ま
す
。
 

 　
情
報
交
流
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
 

載
を
希
望
し
な
い
方
は
、
子
育
 

て
メ
ー
ル
相
談
と
し
て
お
受
け
 

し
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を
記
載
 

の
上
内
容
文
を
送
付
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

 提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
／
市
こ
 

　
ど
も
課
1
２
３
―
６
５
３
０
 

 

    　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
 

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
 

域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
 

よ
う
、
地
域
に
お
け
る
関
係
者
 

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
 

望
ま
し
い
保
健
・
医
療
・
福
祉
 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
げ
る
 

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
に
保
健
師
・
社
会
 

福
祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
 

ー
等
の
専
門
職
を
配
置
し
相
談
 

に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

   ●
最
近
、
「
少
し
ぼ
け
て
き
た
 

　
の
か
な
？
」
な
ど
認
知
症
が
 

　
心
配
 

●
病
院
か
ら
退
院
す
る
予
定
だ
 

　
が
、
こ
の
先
ど
う
し
た
ら
よ
 

　
い
か
困
っ
た
 

    ●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
 

　
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
 

●
施
設
入
所
を
希
望
し
た
い
が
、
 

　
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
 

●
一
人
暮
ら
し
や
老
夫
婦
の
み
 

　
の
生
活
が
不
安
 

 　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
 

協
力
機
関
と
し
て
『
在
宅
介
護
 

支
援
セ
ン
タ
ー
』
が
市
内
に
４
 

か
所
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
も
、
 

    専
門
職
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
 

す
。
 

                         Ｑ
１
 

ど
う
し
た
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
 

を
利
用
で
き
る
の
？
 

  
「
介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
 

る
状
態
」
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
 

が
必
要
で
す
。
 

 
そ
の
た
め
に
は
、
次
の
①
か
 

ら
の
手
順
で
審
査
を
受
け
ま
す
。
 

①
申
請
（
本
人
ま
た
は
家
族
）
　
 

介
護
認
定
業
務
 

    ②
認
定
調
査
 

③
主
治
医
意
見
書
 

④
一
次
判
定（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
　
 

⑤
二
次
判
定（
介
護
認
定
審
査
 

 
会
が
審
査
）
※
稚
内
市
・
豊
 

 
富
町
・
猿
払
村
の
３
市
町
村
 

 
で
「
宗
谷
北
部
介
護
認
定
審
 

 
査
会
」
を
構
成
し
て
い
ま
す
 

⑥
認
定
・
通
知
〈
判
定
結
果
 

 
要
支
援
１
・
２
／
要
介
護
１
 

 
〜
５
〉
 

⑦
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
 

 
援
専
門
員
）
を
決
め
て
相
談
 

 
し
ま
し
ょ
う
 

  Ｑ
2
 

ど
ん
な
人
が
介
護
保
険
の
サ
 

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
の
？
 

 ◆
６５
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
 

　
保
険
者
）
 

◆
４０
〜
６４
歳
の
加
齢
が
伴
う
特
 

　
定
の
疾
病
で
日
常
生
活
を
送
 

　
る
た
め
に
介
護
や
支
援
が
必
 

　
要
な
方
（
第
２
号
被
保
険
者
）
 

  Ｑ
3
 

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
 

れ
る
の
？
 

 　
介
護
度
と
必
要
に
応
じ
、
デ
 

イ
サ
ー
ビ
ス
・
ヘ
ル
パ
ー
・
福
 

祉
用
具
貸
与
ま
た
は
購
入
・
短
 

期
入
所
生
活
介
護
等
の
サ
ー
ビ
 

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

 

稚
内
市
地
域
包
括
支
援

稚
内
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し

ー
を
紹
介
し
ま
す
　
 

稚
内
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
　
 

最
終
回
　

総
合
相
談
・
支
援
に
つ
い
て
　

〜
高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
〜
 

 

（3回シリーズ） 

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、 

ご
相
談
く
だ
さ
い
 

中央地区 

東 地 区  

南 地 区 

宝来地区 

中央・港・開運・大黒・末広・声問・抜海・クトネベツ 
勇知・上勇知・ユークル・オネトマナイ 
潮見・萩見・朝日・富岡・若葉台・新光町・樺岡・沼川・ 
川西・川南・開進・上豊別・下豊別・上声問・天興・曙・曲淵 
緑・こまどり・栄・宗谷・富磯・第一清浜・第二清浜 
珊内・宗谷岬・豊岩・東浦 
宝来・恵比須・ノシャップ・富士見・西浜・はまなす 
更喜苫内・恵北・上増幌・中増幌・下増幌 

22－1165 

34－0110 

32－1165 

24－5678

地　　区 電　　話 担　当　エ　リ　ア 

高齢者のことについて何かありましたら、 
気軽に「地域包括支援センター」へご相談ください 

 （保健福祉センター 2 階）123―8585 
（月～金曜日 8 時50分～17時20分） 

※詳しくは、稚内市地域包括支援センターのホーム 
　ページにも掲載されています。 
 

〜
稚
内
の

〜
稚
内
の

冬
〜
 

みんなニコニコ！みなみな祭り 

迫力満点の犬ぞり大会 迫力満点の犬ぞり大会 

街を彩るアイスキャンドル 街を彩るアイスキャンドル 

大人気大人気！スノーラフティング 
大人気！スノーラフティング 

:

みんなニコニコ！みなみな祭り 

〜
稚
内
の

冬
〜
 

晴天晴天に恵まれた副港市場れた副港市場での馬ぞり体験体験 晴天に恵まれた副港市場での馬ぞり体験 宗谷岬と流氷 宗谷岬と流氷 
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123－4000
保健福祉センター1階 

　23－4586

●各種検診などの 
　　　　　　問い合わせ 
保健福祉センター 

●介護保険相談 
（毎月第3土曜日13：00～16：00） 

専用 

暮らしのお役立ち　 

市立図書館 休館案内 
（3月・4月） 

あなたがお持ちのパソコン、 
携帯電話からも市の行事、 
検診日程をご覧いただけます。 

QRコードはこちら 
●パソコン用URL 
　http : //www.city.wakkanai.hokkaido.jp 
　（イベント情報から） 
●携帯用URL 
　http : //www.city.wakkanai.hokkaido.jp/ 
　　　　　　　　　　　 mobile/m/01gyouji.html 

12

●毎週月曜日 
● 3月27日（木） 
● 4月24日（木） 

各種検診等の会場は、 

保健福祉センターです。 

17 木 

18 金 

19 土 

20 日 

21 月 

22 火 

●  
 
ポリオ予防接種 
（12：30～13：15） 

23 水 

●  
 
ポリオ予防接種 
（12：30～13：15） 

24 木 

●  
 
ポリオ予防接種 
（12：30～13：15） 

25 金 

●  
 
三種混合予防接種 
（13：00～13：45） 

30 水 

●  
 
ポリオ予防接種 
（12：30～13：15） 

26 土 

27 日 

28 月 

29 火 

1 火 

2 水 

3 木 

4 金 

5 土 

6 日 

7 月 

8 火 

11 金 

● 
 
ポリオ予防接種 
（12：30～13：15） 

9 水 

● 
 
ポリオ予防接種 
（12：30～13：15） 

10 木 

● 
 
三種混合予防接種 
（13：00～13：45） 

● 
 
ポリオ予防接種 
（12：30～13：15） 

13 日 

12 土 

● 
 
胃・大腸・肺・ 
前立腺がん検診 
（6：30～10：30） 

● 
 
胃・大腸・肺・ 
前立腺がん検診 
（6：30～10：30） 

14 月 

● 
 
胃・大腸・肺・ 
前立腺がん検診 
（6：30～10：30） 

15 火 

16 水 

● 
 
ポリオ予防接種 
（12：30～13：15） 

● 稚内法律相談センター 
（有料・要予約） 
（旭川弁護士会 
　　10166－51－9527） 

● 
 
無料法律相談 
〔旭川弁護士会 
　　  近藤  伸生さん〕 
※要予約 市民生活課 
　　　  （1 23－6413） 

18 火 

17 月 

●  
 
なんでも健康相談 
（9：30～11：30） 

21 金 

●  
 
三種混合予防接種 
（13：00～13：45） 

22 土 

23 日 

24 月 

●  
 
乳幼児フッ化物塗布 
（9：00～12：00） 

19 水 

20 木 

●  
 
股関節脱臼検診 
（9：15～9：45） 
（H19年12月生） 
●  
 
特定高齢者いきいき 
健康運動教室 
（10：00～12：00） 
●  
 
基本健康診査 
前立腺がん検診 
（12：30～13：00） 

　
　
平
成
20
年
3
月
発
行
 

　
　
　
　
稚
内
市
防
犯
協
会
 

　
　
　
　
稚
内
警
察
署
 

　
　
稚
内
警
察
署
代
表
電
話
 

　
　
　
　
　
　
2
4
―
0
1
1
0
 

　
　
稚
内
警
察
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
 

h
ttp
://w

w
w
.w
a
kka
n
a
i- 

s
yo
.p
o
lic
e
.p
re
f. h
o
kka
id
o
. 

jp
/in
d
e
x.h
tm
l

万
引
き
が
発
生
！
 

○
1
月
26
日
（
土
）
か
ら
2
月
 

　
1
日
（
金
）
に
か
け
て
、
朝
 

　
日
2
丁
目
の
電
器
店
か
ら
ミ
 

　
ニ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
 

　
盗
ま
れ
ま
し
た
。
 

○
1
月
31
日
（
木
）
昼
過
ぎ
、
 

　
朝
日
4
丁
目
の
店
舗
か
ら
衣
 

　
料
品
が
盗
ま
れ
ま
し
た
。
 

○
2
月
19
日
（
火
）
午
前
中
、
 

　
中
央
3
丁
目
の
ス
ー
パ
ー
か
 

　
ら
食
料
品
が
盗
ま
れ
ま
し
た
。
 

 自
動
車
の
ガ
ラ
ス
な
ど
割
ら
れ
る
！
 

○
2
月
5
日（
火
）午
前
中
、
中
 

　
央
4
丁
目
の
病
院
駐
車
場
に
 

　
止
め
て
い
た
自
動
車
の
後
部
　
 

　
窓
ガ
ラ
ス
が
割
ら
れ
ま
し
た
。
 

○
2
月
9
日
（
土
）
朝
、
大
黒
 

　
5
丁
目
の
デ
パ
ー
ト
駐
車
場
 

　
に
止
め
て
い
た
2
台
の
自
動
 

　
車
に
傷
が
付
け
ら
れ
、
タ
イ
 

　
ヤ
が
パ
ン
ク
さ
せ
ら
れ
て
い
 

　
ま
し
た
。
 

　
　
ま
た
、
1
台
の
自
動
車
の
 

　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
盗
ま
 

　
れ
ま
し
た
。
 

 車
内
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
 

が
盗
ま
れ
る
！
 

○
12
月
18
日
（
火
）
か
ら
2
月
 

　
12
日
（
火
）
に
か
け
て
稚
内
 

　
市
内
の
道
路
上
に
駐
車
中
の
 

　
自
動
車
2
台
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
 

　
ュ
カ
ー
ド
が
盗
ま
れ
ま
し
た
。
 　

い
ず
れ
の
車
両
も
鍵
を
か
け
 

　
て
い
ま
し
た
が
、
鍵
穴
が
壊
 

　
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。
 

街
頭
犯
罪
〜
身
近
で
敢
行
さ
れ
住
 

　
民
に
不
安
を
与
え
る
車
上
狙
い
 

　
な
ど
の
犯
罪
。
 

侵
入
犯
罪
〜
住
宅
等
を
対
象
と
し
 

　
た
侵
入
窃
盗
な
ど
の
犯
罪
。
 

初
発
型
犯
罪
〜
刑
法
犯
認
知
件
数
 

　
に
占
め
る
割
合
が
非
常
に
高
い
。
 

4月 卯月 
［うづき］ 

15 土 

16 日 

26 水 

25 火 

●  
 
乳児健診 
（12：30～13：45） 
（H19年11月生） 

●  
 
特定高齢者いきいき 
健康運動教室 
（10：00～12：00） 

27 木 

●  
 
三種混合予防接種 
（13：00～13：45） 

28 金 

29 土 

30 日 

31 月 

●  
 
なんでも健康相談 
（13：00～15：00） 

●  
 
基本健康診査 
前立腺がん検診 
（12：30～13：00） 

● 稚内法律相談センター 
（有料・要予約） 
（旭川弁護士会 
　　10166－51－9527） 

各種検診等の会場は、 

保健福祉センターです。 
3月 弥生 

［やよい］ 

稚
内
警
察
署
管
内
街
頭
犯
罪
等
 

発
生
状
況
（
1
月
末
対
比
）
 

H20

罪
　
　
　
種 

H19

増減 

0 

0 

0

0 

0 

0

0 

0 

0

0 

0 

0

0 

0 

0

1 

3 

－2

0 

1 

－1

0 

0 

0

3 

1 

－1

1 

5 

－4

占
有
離
脱
物 

横
　
　
　
領 

万
　
引
　
き 

オ
ー
ト
バ
イ
盗 

侵
入
強
盗 

侵
入
窃
盗 

部
品
ね
ら
い 

車
上
ね
ら
い 

街頭犯罪 侵入犯罪 初発型犯罪 

自
動
車
盗 

自
転
車
盗 

合
　
　
計 

稚内市民ニュース 稚内市民ニュース 
毎週土曜日 午前9時25分～ ＳＴＶで放送中！ 

市内で行われたイベントや季節の 
話題などを紹介しています。 
ぜひ、ご覧ください。 
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ト
代
等
が
か
か
り
ま
す
。
 

申
込
み
受
付
期
間
／
 

・
前
期
・
通
年
科
目
…
3
月
31
 

　
日（
月
）ま
で
 

・
後
期
科
目
…
9
月
7
日（
日
）
 

　
ま
で
 

※
聴
講
生
登
録
時
に
保
険
料
と
 

　
し
て
9
5
0
円
を
別
途
申
し
 

　
受
け
ま
す
。
 

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
 

　
稚
内
北
星
学
園
大
学
地
域
共
 

　
同
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
 

　
1
3
2
―
7
5
1
1
 

　http://w
w
w
.w
akhok. 

　ac.jp/

　
稚
内
北
星
学
園
大
学
で
は
、
 

授
業
を
広
く
公
開
し
、
学
生
と
 

と
も
に
学
ぶ
「
市
民
聴
講
生
」
 

を
募
集
し
ま
す
。
 

　
講
義
内
容
等
の
詳
細
に
つ
い
 

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
 

く
か
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
 

ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

開
講
科
目
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
系
、
 

　
映
像
・
デ
ザ
イ
ン
系
、
社
会
 

　
学
系
、
語
学
系
、
な
ど
 

履
修
料
／
半
期
1
科
目
6，
0
 

　
0
0
円
（
通
年
科
目
1
2，
 

　
0
0
0
円
）
 

※
科
目
に
よ
っ
て
別
途
テ
キ
ス
 

市
民
聴
講
生
を
募
集
し
ま
す
 

　
開
抽
選
で
受
講
者
を
決
定
し
 

　
ま
す
。
 

開
催
期
間
／
4
月
1
日（
火
）〜
 

　
3
月
31
日（
火
）
 

受
講
料
／
1
科
目
3，
3
8
0
 

　
円
（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
は
更
に
 

　
実
費
が
か
か
り
ま
す
）
 

応
募
資
格
／
20
歳
以
上
（
3
月
 

　
31
日
現
在
）
で
、
1
年
間
受
 

　
講
で
き
る
方
 

応
募
期
間
／
3
月
1
日（
土
）〜
 

　
3
月
16
日（
日
）※
当
日
必
着
 

応
募
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
 

※
授
業
時
間
や
ハ
ガ
キ
の
内
容
 

　
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
お
問
 

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
 

　
稚
内
高
校
定
時
制
 

　
1
3
3
―
4
1
5
4

　
稚
内
高
校
定
時
制
で
は
、
平
 

成
20
年
度
「
一
部
科
目
履
修
生
」
 

を
募
集
し
ま
す
。
 

　
市
民
の
方
々
を
対
象
に
、
定
 

時
制
高
校
の
一
部
の
授
業
を
生
 

徒
と
一
緒
に
受
け
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

募
集
科
目
及
び
募
集
人
数
／
 

・
実
用
英
語
…
3
名
 

・
文
書
処
理
演
習
…
8
名
 

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
…
1
名
以
上
 

※
応
募
で
き
る
の
は
一
人
2
科
 

　
目
ま
で
で
す
が
、
そ
の
場
合
 

　
は
「
実
用
英
語
」
と
「
文
書
 

　
処
理
演
習
」、ま
た
は
「
実
用
 

　
英
語
」
と
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
 

　
の
組
み
合
わ
せ
で
お
選
び
く
 

　
だ
さ
い
。
 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
 

納
め
忘
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？
 

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
の
助
成
と
貸
付
の
お
知
ら
せ
 

一
部
科
目
履
修
生
を
募
集
し
ま
す
 

  　
市
で
は
対
象
地
域
で
、
合
併
 

処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
、
 

浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部
助
成
 

と
、
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
 

費
用
な
ど
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。
 

対
象
地
域
／
ノ
シ
ャ
ッ
プ
4
〜
 

　
5
丁
目
、
富
士
見
、
西
浜
、
 

　
ク
ト
ネ
ベ
ツ
、
抜
海
、
夕
来
、
 

　
オ
ネ
ト
マ
ナ
イ
、
富
磯
、
宗
 

　
谷
、
第
一
清
浜
、
第
二
清
浜
、
 

　
宗
谷
岬
、
東
浦
、
勇
知
、
下
 

　
勇
知
、
上
勇
知
、
更
喜
苫
内
、
 

　
声
問
、
恵
北
、
樺
岡
、
増
幌
、
 

　
上
声
問
、
沼
川
、
曲
渕
、
開
 

　
進
、
川
西
、
川
南
、
曙
、
豊
 

　
別
、
天
興
（
声
問
は
下
水
道
 

　
事
業
認
可
区
域
を
除
く
）
 

助
成
に
つ
い
て
／
新
築
す
る
建
 

　
物
及
び
既
設
の
建
物
に
合
併
 

　
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
 

　
が
対
象
で
、
合
併
処
理
浄
化
 

　
槽
の
設
置
費
用
（
浄
化
槽
本
 

　
体
購
入
費
、
設
置
工
事
費
、
 

　
放
流
管
工
事
費
の
合
計
額
）
 

　
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

  助
成
の
条
件
／
市
税
等
を
滞
納
 

　
し
て
い
な
い
方
、
助
成
を
申
 

　
請
す
る
年
度
内
に
設
置
工
事
 

　
を
完
了
で
き
る
方
 

貸
付
に
つ
い
て
／
既
設
の
建
物
 

　
に
10
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
 

　
浄
化
槽
を
設
置
す
る
費
用
と
、
 

　
ト
イ
レ
水
洗
化
改
造
工
事
や
 

　
排
水
設
備
設
置
工
事
な
ど
の
 

　
費
用
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
 

　
ま
す
。返
済
期
間
は
60
回（
5
 

　
年
）
以
内
で
す
。
 

貸
付
の
条
件
／
市
税
等
を
滞
納
 

　
し
て
い
な
い
方
、
償
還
能
力
 

　
が
あ
る
方
、
確
実
な
連
帯
保
 

　
証
人
が
い
る
方
 

※
助
成
・
貸
付
限
度
額
な
ど
、
 

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
 

　
だ
さ
い
。
予
算
に
は
限
り
が
 

　
あ
り
ま
す
。
 

受
付
期
間
／
4
月
1
日（
火
）〜
 

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
下
 

　
水
道
課
下
水
道
グ
ル
ー
プ
 

　
1
2
3
―
6
5
0
9

※
納
入
相
談
は
、
電
話
で
も
行
 

　
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
 

　
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
市
収
納
課
 

・
市
税
に
つ
い
て
…
納
税
グ
ル
 

　
ー
プ
1
2
3
―
6
3
9
5
 

・
使
用
料
に
つ
い
て
…
税
外
グ
 

　
ル
ー
プ
1
2
3
―
6
3
9
6

　
す
で
に
納
期
が
経
過
し
た
未
 

納
の
税
金
や
使
用
料
等
に
は
督
 

促
料
・
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
 

す
。
納
付
ま
た
は
連
絡
の
な
い
 

方
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
や
給
 

料
な
ど
の
差
押
を
実
施
し
ま
す
。
 

す
ぐ
に
納
め
ら
れ
な
い
特
別
な
 

事
情
が
あ
る
方
は
、
市
収
納
課
 

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
市
で
は
、
3
〜
5
月
ま
で
の
 

期
間
を
『
滞
納
整
理
強
化
月
間
』
 

と
し
て
、
市
税
・
国
保
税
や
、
 

介
護
保
険
料
、
保
育
料
・
学
童
 

保
育
料
、
市
営
住
宅
・
駐
車
場
 

使
用
料
、
土
地
賃
貸
料
、
建
物
 

貸
付
料
、
し
尿
処
理
手
数
料
の
 

滞
納
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
 

す
。
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4
月
11
日（
金
）
 

受
付
時
間
／
午
前
9
時
〜
午
後
 

　
5
時
 

申
込
資
格
／
入
居
申
込
者
は
次
 

　
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
け
 

　
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
 

　
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
 

　
こ
と
（
公
営
住
宅
等
は
単
身
 

　
で
入
居
で
き
る
住
宅
も
あ
り
 

　
ま
す
。）
 

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
 

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
主
た
る
 

　
勤
務
場
所
を
有
す
る
方
、
ま
 

　
た
は
有
し
よ
う
と
す
る
方
 

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
 

　
こ
と
が
明
ら
か
な
方
 

・
居
住
し
よ
う
と
す
る
方
が
暴
 

　
力
団
員
で
な
い
こ
と
 

・
過
去
1
年
間
（
平
成
19
年
1
 

　
月
1
日
〜
平
成
19
年
12
月
31
 

　
日
）
の
世
帯
の
収
入
が
一
定
 

　
基
準
で
あ
る
こ
と
 

申
請
に
必
要
な
書
類
／
市
営
住
 

　
宅
入
居
申
請
書
（
市
市
民
生
 

　
活
課
に
あ
り
ま
す
）、住
民
票
 

　
の
謄
本
、
平
成
19
年
分
の
所
 

　
得
等
を
証
明
す
る
書
類
（
収
 

　
入
の
あ
る
方
全
員
の
分
が
必
 

　
要
）、
納
税
証
明
書
（
成
人
さ
 

　
れ
て
い
る
方
全
員
の
分
が
必
 

　
要
）
、
そ
の
他
必
要
な
書
類
 

　
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
 

　
く
だ
さ
い
）
 

家
　
賃
／
 

・
公
営
住
宅
等
…
1
0，
5
0

  　
平
成
20
年
度
の
市
営
住
宅
補
 

充
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
 

し
ま
す
。
 

募
集
す
る
住
宅
の
所
在
地
・
住
 

戸
タ
イ
プ
／
富
士
見
、
恵
比
須
、
 

　
宝
来
、
中
央
、
緑
が
丘
、
末
 

　
広
、
潮
見
、
は
ま
な
す
、
富
 

　
岡
、
声
問
、
曲
渕
、
天
興
、
 

　
樺
岡
の
各
市
営
住
宅
（
公
営
 

　
住
宅
・
単
独
住
宅
・
特
公
賃
 

　
住
宅
）
1
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
2
Ｄ
Ｋ
、
 

　
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
3
Ｄ
Ｋ
、
3
Ｌ
 

　
Ｄ
Ｋ
 

※
な
お
、
富
士
見
地
区
・
栄
地
 

　
区
の
各
団
地
の
平
屋
住
宅
、
 

　
恵
比
須
地
区
の
2
階
建
住
宅
 

　
は
募
集
し
ま
せ
ん
。
 

申
込
み
の
注
意
事
項
／
今
回
の
 

　
入
居
募
集
は
、
各
団
地
の
住
 

　
宅
に
今
後
空
家
が
生
じ
た
場
 

　
合
の
補
充
入
居
者
と
し
て
決
 

　
定
す
る
も
の
で
、
空
家
が
生
 

　
じ
な
か
っ
た
場
合
は
平
成
21
 

　
年
3
月
31
日
で
権
利
は
消
滅
 

　
し
ま
す
。
な
お
平
成
19
年
4
 

　
月
か
ら
平
成
20
年
3
月
ま
で
 

　
の
期
間
に
申
込
み
を
い
た
だ
 

　
き
、
入
居
で
き
な
か
っ
た
方
 

　
は
平
成
20
年
3
月
31
日
で
権
 

　
利
が
消
滅
し
て
い
ま
す
の
で
、
 

　
再
度
お
申
込
み
い
た
だ
く
こ
 

　
と
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
 

　
だ
さ
い
。
 

申
込
書
配
布
／
4
月
2
日（
水
）
 

　
〜
 

受
付
期
間
／
4
月
7
日（
月
）〜
 

市
営
住
宅
補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
 

  　
0
円
〜
5
8，
6
0
0
円
程
 

　
度
（
世
帯
の
収
入
等
に
よ
っ
 

　
て
異
な
り
ま
す
。）
 

・
特
公
賃
住
宅
…
5
6，
7
0
 

　
0
円
〜
1
0
8，
4
0
0
円
 

　
（
世
帯
の
収
入
に
よ
る
減
額
 

　
措
置
を
受
け
た
額
で
す
。）
 

選
考
方
法
／
公
営
住
宅
等
に
つ
 

　
い
て
は
選
考
委
員
会
に
よ
り
、
 

　
特
公
賃
住
宅
は
抽
選
に
よ
り
 

　
待
機
番
号
を
決
定
し
ま
す
。
 

そ
の
他
の
注
意
事
項
／
 

・
申
込
み
の
際
は
、
必
ず
本
人
 

　
ま
た
は
家
族
の
方
が
持
参
し
 

　
て
く
だ
さ
い
。
 

・
所
定
の
証
明
書
等
の
添
付
が
 

　
な
い
も
の
や
不
備
な
も
の
は
、
 

　
受
付
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
 

　
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

・
申
込
書
の
内
容
、
証
明
等
に
 

　
虚
偽
の
事
実
が
あ
る
と
き
は
、
 

　
無
効
に
な
り
ま
す
。
 

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
 

　
市
市
民
生
活
課
住
宅
管
理
グ
 

　
ル
ー
プ
1
2
3
―
6
4
2
2



今
回
の
「
広
報
わ
っ
か
な
い
」
は
1
8,
9
0
0
部
製
作
し
、
一
部
あ
た
り
の
印
刷
経
費
は
4
1
円
3
7
銭
で
す
。
 

この広報紙は、エコマーク認定の環境にやさしい大豆インキを使用しています。 稚内市は、（財）日本環境協会の承認を得て、エコマークをシンボルマークとして使用しています。 
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し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
お
墓
参
り
が
終
わ
っ
た
方
は
、
 

　
稚
内
霊
苑
入
口
で
車
両
が
待
 

　
機
し
て
い
ま
す
の
で
、
随
時
 

　
お
乗
り
下
さ
い
。
 

・
気
象
条
件
（
吹
雪
等
）
に
よ
 

　
っ
て
は
、
車
両
の
運
行
を
中
 

　
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
 

　
市
衛
生
課
衛
生
グ
ル
ー
プ
 

　
1
2
3
―
6
4
3
6

　
市
で
は
、
バ
ス
を
1
回
1
0
 

0
円
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
 

る
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
 

利
用
状
況
を
3
年
ご
と
に
調
査
 

し
て
い
ま
す
。
調
査
は
4
月
か
 

ら
来
年
3
月
ま
で
の
1
年
間
実
 

施
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
 

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

　
バ
ス
に
乗
車
し
た
時
に
、
市
 

で
発
行
す
る
乗
車
確
認
券
を
乗
 

車
料
金
と
一
緒
に
料
金
箱
に
入
 

れ
て
く
だ
さ
い
。
 

　
乗
車
確
認
券
は
、
3
月
3
日
 

か
ら
市
介
護
高
齢
課
・
総
合
窓
 

口
課
、
宗
谷
・
沼
川
支
所
で
お
 

渡
し
し
て
い
ま
す
。
 

　
市
で
は
、
稚
内
霊
苑
へ
お
墓
 

参
り
に
行
く
市
民
の
方
を
対
象
 

に
、
送
迎
車
両
を
運
行
し
ま
す
。
 

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
3
月
12
 

日（
水
）ま
で
に
市
衛
生
課
へ
お
 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

運
行
期
間
／
3
月
19
日（
水
）〜
 

　
21
日（
金
）（
3
日
間
）
 

運
行
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
 

　
2
時
 

・
稚
内
市
役
所
発
…
午
前
10
時
、
 

　
午
前
11
時
、
午
後
1
時
、
午
 

　
後
2
時
 

ご
利
用
さ
れ
る
方
へ
 

※
集
合
時
間
の
10
分
前
ま
で
に
 

　
稚
内
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
集
合
 

対
象
地
域
／
大
黒
1
丁
目
、
港
 

 
1
〜
5
丁
目
、
末
広
1
丁
目
、
 

 
開
運
、
中
央
1
〜
5
丁
目
、
 

 
宝
来
1
〜
4
丁
目
 

第
一
次
募
集
期
間
／
3
月
末
日
 

　
市
内
で
は
す
で
に
、
南
地
区
 

で
光
通
信
に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
 

ン
ド
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

大
黒
1
丁
目
か
ら
北
方
面
の
地
 

区
に
つ
い
て
は
整
備
さ
れ
て
い
 

ま
せ
ん
。
 

　
こ
の
ほ
ど
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
 

㈱
か
ら
対
象
地
域
で
約
9
0
0
 

件
以
上
の
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
加
入
希
 

望
者
が
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
 

光
通
信
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
 

計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
期
間
内
に
目
標
件
数
が
達
成
 

さ
れ
た
場
合
は
、
今
年
の
秋
ご
 

ろ
ま
で
に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
 

れ
る
予
定
で
す
。
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ま
で
 

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
 

 
「
稚
内
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
拡
大
の
 

 
会
」
事
務
局
（
稚
内
商
工
会
 

 
議
所
）
1
2
3
―
4
4
0
0

調
査
期
間
／
4
月
1
日（
火
）〜
 

　
3
月
31
日（
火
）
 

問
い
合
わ
せ
／
市
介
護
高
齢
課
 

　
介
護
高
齢
グ
ル
ー
プ
 

　
1
2
3
―
6
4
5
8

2008年 （平成20年） 3月 

問い合わせ／市民生活課生活交通グループ123-6413

※有料の場合がありますので、お問い合わせください。 ※有料の場合がありますので、お問い合わせください。 

《譲ってほしいもの》 
　¡稚内中学校女子制服（150～160㎝） 
　¡電気ポット　¡ソリ（雪運び用の大きいもの） 
　¡スノーボード（板110～120㎝・靴20～21㎝）　¡エアロバイク 
　¡電子ピアノ　¡留守番機能つき電話機　¡ジュニアシート 
　¡スチール机　¡ビデオデッキ（ＶＨＳ）　¡ 2 段ベッド 
　¡ストーブガード　¡ソファーベッド　¡シングルベッド 
　¡商工高校男子制服（身長160㎝）　¡ＴＤＫ製ＢＳアンテナ 
《譲りたいもの》 
　¡おひなさま（ 8 段飾り・無料） 
　¡幼児用棚（無料）　¡電動ミシン（専用収納台付・有料） 
　¡学習机（イス付・男児用・無料／イス付・女児用・無料／イス付・無料） 
　¡ 2 段ベッド（無料） 
　¡スキー靴（23.5㎝・有料／22㎝・有料／21～22㎝・有料） 
　¡男児用スキーウェア（130㎝・無料）　¡トミカタウン（有料） 
　¡ベビーゲート（有料）　¡ベビーラック（新生児～ 4 歳用・電動式・有料） 
　¡チャイルドベスト（ 3 歳位～・有料）　¡ワープロ（東芝製・有料） 
　¡複合機（レックスマーク製・プリンター・コピー・スキャナー・有料） 
　¡電気ポット（2.2リットル・有料） 

谷村志穂・著　新潮社 

「雪になる」 

　　　　　　　　　ひたすら待ち続けた恋人の足音、どんなに禁じ 
　　　　　　　　られてもあきらめきれなかった想い、若さゆえの 
　　　　　　　　憧憬と劣情、そして２人の間に確かに息づいてい 
　　　　　　　　た信頼…。甘くないからこそ優しい、切なくて忘 
　　　　　　　　れられない、崇高で繊細な恋愛短編集。 

（
敬
称
略
） 

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

¡特別養護老人ホーム富士見園へ　s大岬婦人会　s秋山歌子 
　s飯沼　正　s内田宏一 
¡養護老人ホーム富士見園　s菅野政夫
¡デイサービスセンター富士見園　sノシャップ町内会婦人部 
¡稚内緑風苑　s山崎世千子　sホテル奥田屋 
¡稚内はまなす学園へ　s稚内漁業協同組合女性部 
¡稚内緑ヶ丘学園へ　sノシャップ町内会婦人部　s稚内ひかり幼稚園 
　s萩見幼稚園　園児・父母・職員一同　s大岬婦人会 
　s稚内漁業協同組合女性部 
¡市立稚内病院　s佐藤　實　s古西精二　s竹田俊明　s今井正芳 
　s谷本哲憲　s金森　勝 
¡市立稚内こまどり病院　s小林昌子 
¡稚内市社会福祉事業団　s稚内地域食材付加価値向上協議会 
¡教育費寄付金　s稚内底曳船頭会 
¡地域経済活性化対策寄付金　s鎌田　弘 
¡市内の小中学校や各施設　s稲川志津男 

【一般書】 
「世界最高額の切手『ブルー・モーリシャス』を探せ！ 
　―コレクターが追い求める『幻の切手』の数奇な運命―」 
 
「モンスターマザー　―世界は『わたし』でまわっている―」 
 
「カラダから出るモノの楽しい話　―心スッキリ！―」 
 
「心の貌（かたち）―昭和事件史発掘―」 
「庭で楽しむ野鳥の本　―原寸大―」 
 
【児童書】 
「ぼくのきいろいバス」 
「地震の村で待っていた猫のチボとハル 
　―山古志村で被災したペットたちの物語―」 
「チュウガクセイノキモチ」 
「だむのおじさんたち」 
「すっとび犬指名手配」 

市立図書館 
123－3874

 
 
 

……ヘレン・モーガン・著　藤井留美・訳 
 

……石川結貴・著 
 

……藤田紘一郎・著 
………………柳田邦男・編 

………大橋弘一、Naturally・著 
 
 

…………………………………荒井良二・作 
 

………池田まき子・著 
…………………………あさのあつこ・著 

………………………………加古里子・作・絵 
 

……ジェレミー・ストロング・作　岡本浜江・訳　矢島真澄・絵 

【Bフレッツ提供MAP】 

※ＭＡＰは概略図です。 
※ＮＴＴ東日本の設備状況により、エリア 
　内であってもＢフレッツサービスの提供 
　が出来ない場合があります。 
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【総合文化センター　122－2727】 
文化センターイベント情報 

〔小ホール〕 

3 ・ 1 3 重 税 反 対 集 会  

月 日  催　　物　　名  入場料 
時　間 
開演 終演 

曜
日 

3

4

日 16

木 13

水 9

火 8
11:20

9:00

関係者 

関係者 

門　出　の　集　い 
　 （合同入社式及び激励会）  

株式会社　中　田　組 
　　平 成 2 0 年 度 　 安 全 大 会  

石塚建設興業株式会社 
　　平 成 2 0 年 度 年 次 大 会  
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